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大
方
高
校
に
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
が
創

設
さ
れ
、
５
月
中
旬
か
ら
活
動
を
開
始

し
て
い
ま
す
。

　
特
色
あ
る
部
活
動
を
作
り
高
校
の
魅

力
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
同
高
校

と
町
が
協
力
し
準
備
を
進
め
、
監
督
は

（
一
社
）
セ
レ
ッ
ソ
大
阪
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
か
ら
派
遣
さ
れ
た
申
政
勲
さ
ん
が
務

め
て
い
ま
す
。

　
部
員
は
現
在
３
名
で
、
週
５
日
、
大

方
中
学
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
や
中
学
生
女

子
チ
ー
ム
「
ハ
タ
メ
イ
シ
ェ
」
な
ど
と

連
携
し
な
が
ら
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
申
監
督
は
、「
ま
ず
は
試
合
が
で
き

る
人
数
を
集
め
、
今
年
度
中
に
公
式
戦

１
勝
を
め
ざ
し
た
い
」
と
話
し
、
１
年

生
の
喜
多
あ
す
か
さ
ん
は
、「
高
校
の

部
活
で
サ
ッ
カ
ー
が
で
き
て
、
プ
ロ
の

監
督
に
教

え
て
も
ら

え
る
こ
と

が
嬉
し
い
。

メ
ン
バ
ー

を
集
め
て

頑
張
り
た

い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
町
が
運
営
す
る
公
設
塾
「
黒
潮
町
進

学
塾
コ
ン
パ
ス
」
が
開
講
し
、
６
月
１２

日
（
金
）
に
第
１
回
目
の
授
業
が
、
１７
日

（
水
）
に
は
開
講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
塾
は
、
人
材

育
成
の
教
育
現
場

で
あ
る
大
方
高
校

と
町
が
連
携
し
、

町
内
高
校
生
の
基

礎
学
力
の
向
上
お

よ
び
個
性
や
才
能
を
伸
ば
す
機
会
を
提

供
し
、
希
望
進
路
の
実
現
を
応
援
す
る

こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
対

象
者
は
、
町
内
に
住
む
高
校
生
と
大
方

高
校
の
１
・
２
年
生
で
、
㈱
土
佐
塾（
高

知
市
）
か
ら
講
師
が
派
遣
さ
れ
、
週
２

日
、
１
回
約
２
時
間
の
授
業
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　
開
講
式
で
は
、
大
西
勝
也
町
長
が
「
将

来
に
夢
を
持
ち
、
目
標
進
路
の
実
現
の

た
め
積
極
的
に
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
入
塾
し
た
大
方

高
校
２
年
の
中
平

梨
夢
さ
ん
は
、「
進

学
す
る
た
め
、
塾

で
し
っ
か
り
学
び

評
定
を
上
げ
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

大
方
高
校 

女
子
サ
ッ
カ
ー
部
始
動

黒
潮
町
公
設
塾
開
講

授業を受ける生徒ら

看板掛けの様子

練習中の申監督（左）と生徒ら

シ
ン
ジ
ョ
ン
フ
ン

な
か

ひ
ら

り

む

　
５
月
２５
日（
月
）か
ら
２８
日（
木
）ま
で
、

入
野
松
原
で
防
虫
の
た
め
の
薬
剤
散
布

が
幡
東
森
林
組
合
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
入
野
松
原
で
は
、
近
年
、
マ
ツ
ク
イ

虫
に
よ
る
被
害
が
拡
大
し
て
い
て
、
昨

年
は
約
２
千
６
百
本
の
マ
ツ
が
伐
採
さ

れ
ま
し
た
。
同
薬
剤
散
布
は
、
ラ
ッ
キ

ョ
ウ
の
収
穫
時
期
な
ど
の
関
係
で
、
例

年
６
月
２０
日
頃
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
入
野
松
原
を
守
る
た
め
に
関
係
機

関
に
よ
る
協
議
が
行
わ
れ
、
今
年
は
マ

ツ
ク
イ
虫
の
活
動
が
活
発
に
な
る
５
月

に
約
１
カ
月
早
め
た
散
布
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
６
月
２９
日
（
月
）
か
ら

２
回
目
の
薬
剤
散
布
が
行
わ
れ
る
予
定

で
す
（
６
月
２３
日
現
在
）
。

　
幡
東
森
林
組
合
の
吉
門
誠
さ
ん
は
、

「
入
野
松
原
の
存
在
が
町
の
宝
な
の
で
、

国
や
県
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
で
き
る

こ
と
を
し
た
い
。
ま
た
、
町
民
の
皆
さ

ん
も
松
原
沿
い

や
砂
浜
な
ど
に

ご
み
が
落
ち
て

い
た
ら
拾
う
な

ど
、
美
し
い
松

原
を
守
っ
て
ほ

し
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

入
野
松
原
で
薬
剤
散
布

薬剤散布を行う作業員

　
町
で
生
産
し
て
い
る
葉
た
ば
こ
が
「
令

和
元
年
産
業
た
ば
こ
市
町
村
別
販
売
実

績
」
の
１
裴
当
代
金
で
日
本
１
位
に
輝

き
ま
し
た
。

　
葉
た
ば
こ
は
、
町
内
で
約
１
０
０
年

前
か
ら
栽
培
さ
れ
、
現
在
は
９
軒
の
農

家
が
Ｊ
Ｔ
（
日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会

社
）
と
契
約
し
生
産
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
１
裴
当
の
代
金
が
２
千
１
４
９

円
で
全
国
１
位
と
な
り
、
品
質
の
良
さ

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
四
国
た
ば
こ
耕
作
組
合
で
副
組
合
長

を
務
め
、
町
内
で
葉
た
ば
こ
を
生
産
す

る
柿
内
節
男
さ
ん
は
、「
黒
潮
町
は
、
気

候
が
温
暖
で
水
が
豊
富
。
水
は
け
が
良

い
土
壌
で
、
葉
た
ば
こ
の
栽
培
に
向
い

て
い
る
土
地
。
ま
た
、
今
回
は
、
各
農

家
で
こ
だ

わ
っ
て
作

っ
て
い
る

堆
肥
な
ど

が
良
い
結

果
に
つ
な

が
っ
た
と

思
う
」
と

話
し
ま
し

た
。

町
産
の
葉
た
ば
こ
が
日
本
一
に

収穫作業中の柿内さん



広報くろしお  №170　2020（令和2）年5月号広報くろしお  №172　2020（令和2）年7月号澆澆

　
５
月
か
ら
８
月
は
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵

時
期
で
、
町
内
の
砂
浜
に
も
ウ
ミ
ガ
メ

が
訪
れ
て
い
ま
す
。
６
月
９
日
（
火
）
に

は
、
入
野
の
浜
に
産
卵
し
た
様
子
が
見

ら
れ
、
高
知
県
う
み
が
め
保
護
ス
タ
ッ

フ
で
あ
る
阿
部
年
博
さ
ん
が
調
査
、
保

護
の
た
め
に
卵
を
掘
り
起
こ
し
、
安
全

な
場
所
へ
移
動
し
ま
し
た
。
今
回
は
１

２
２
個
の
卵
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

 
ウ
ミ
ガ
メ
は
神

経
質
で
、
海
岸
が

明
る
か
っ
た
り
騒

が
し
か
っ
た
り
す

る
と
砂
浜
へ
上
陸

し
て
も
産
卵
せ
ず

に
帰
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
卵
が
孵
化
す
る
ま
で
に
台
風
な

ど
で
流
さ
れ
た
り
、
孵
化
し
て
も
す
べ

て
が
成
長
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
阿
部
さ
ん
は
、「
昨
年
は
ウ
ミ
ガ
メ

の
上
陸
が
少
な
か
っ
た
が
、
今
年
は
例

年
通
り
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
移
動

し
た
場
所
は
踏
ん

だ
り
し
な
い
よ
う

に
、
カ
メ
の
成
長

を
温
か
く
見
守
っ

て
ほ
し
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

町
内
の
砂
浜
に
ウ
ミ
ガ
メ
が
産
卵

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

調査を行う阿部さん卵を移動した場所

と
し

ひ
ろ

皆さんが作成・掲揚してくださった青い旗の写真を募集しています。

送信方法など詳細は町公式ホームページをご確認ください。

■黒潮町公式HP 「Will ～あなたの思いを旗に乗せて～」

https://www.town.kuroshio.lg.jp/pb/cont/topics/23339

　5月1日（金）に黒潮町で始まった「Will」プロジェクト。開始から約2カ月が経過しますが、町内

各地はもちろん、町外にも広がっています。個人や事業所、また、県内の他自治体や、過去黒潮

町へ合宿などで訪れてくださっていたスポーツ団体など、多くの方がこの町を離れた場所から参

加してくださっています。この場をお借りしてお礼申し上げます。

　掲揚の終了日は決まっていません。町だけではなく、日本全国、そして世界でこの事態が終息

するまで、皆さんのご協力をよろしくお願いします。

〇お問い合わせ　本庁 企画調整室 企画振興係　蕁43－2177

町外から賛同してくださっている皆さん（一部を紹介）

土佐くろしお鉄道（中村駅） 東京大学大学院 片田敏孝教授 専修大学野球部

　
町
名
産
の
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
を
ア
ピ
ー
ル

し
た
い
と
南
郷
小
学
校
の
５
・
６
年
生

が
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
作
成
し
販
売

し
て
い
ま
す
。

　
同
小
学
校
で
は
、
総
合
的
な
学
習
の

時
間
に
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
に
つ
い
て
学
び
、

「
町
の
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
を
た
く
さ
ん
の
人

に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
思
い

か
ら
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や

レ
シ
ピ
の
考
案
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
今
回
は
、
昨
年
９
月
に
高
知
市
の

ひ
ろ
め
市
場
で
児
童
ら
が
販
売
し
た
「
ク

ジ
ラ
イ
ス
（
※
）
」
の
収
益
を
資
金
に
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
た

Ｔ
シ
ャ
ツ
型
の
付
箋
を
作
成
し
、
ネ
ス

ト
・
ウ
エ
ス
ト
ガ
ー
デ
ン
土
佐
な
ど
で

販
売
さ
れ
て
い
ま
す（
６
月

２３
日
現
在
）。

　
６
年
生
の
大
西
　
さ
ん
は
「
少
し
で

も
黒
潮
町
や
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
の
こ
と
を
知

っ
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

※
南
郷
小
の

児
童
ら
が

地
域
の
方

と
栽
培
し

た
米
。
　

　

南
郷
小
　
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
Ｐ
Ｒ
グ
ッ
ズ
販
売

販売中のグッズをＰＲする児童ら

う
み

梼原町職員と雲の上の
図書館職員の協力によ
り青い本で旗を表現
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新型コロナウイルス感染症に関するお知らせ

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止を図るため、住民の皆さまには不要不急の

外出自粛、感染予防のためのマスクの着用およびこまめな手洗い・手指消毒、また、店

舗の休業要請などにご協力をいただきました。これにより、現在、町内はもとより、高

知県内でも感染状況は落ち着いた状況にあります。住民の皆さまのご協力に心よりお礼

申し上げます。

　高知県内では、40日以上新たな感染者が確認されていない状況であるため、黒潮町としましては、

これまで行ってきた「施設利用」「イベント」「集い」などの制限を解除することとしました。

　住民の皆さまにおかれましては、交流・買い物・飲食など、活動を広げていただくとともに、下表

の「新しい生活様式」を取り入れながら、引き続き感染予防に努めていただきますようお願い申し上

げます。

種　　別 新しい生活様式（共通事項） 新しい生活様式

地域のイベント（屋内）

【例】

■各種会合（敬老会、子ども会など）

■運動（黒潮げんき体操など）

■余暇活動（サークルなど）

■検温し熱がある場合や体調が

思わしくない場合は参加を控

える。

■自宅を出る前にマスクの着用

と手洗い（手指消毒）をする。

■人との距離を1m以上あける。

■人と会話する際もマスクを着用

のうえ、1m以上の間隔を保つ。

■会食の際は、できるだけ大皿

ではなく1人分ずつ用意する。

■熱中症対策で、各自水筒など

を持参し定期的に水分補給を

行う。

※人と人の間隔が2m以上確保

できる場合は、マスクを外し

てかまわない。

※3密（密集、密接、密閉）の徹底

回避。

■施設の出入り時に手指消毒を

する。

■施設利用後に共有で使用した

部分の消毒を行う。

 （ドアノブ・電気のスイッチ・

トイレなど→ハイターなどを

水で薄めて使用）

■窓を開け換気対策を行う。空

調（エアコン）を使用する際も

定期的に換気を行う。

地域のイベント（屋外）

【例】

■一斉清掃　■地区祭事

■スポーツ活動

　（グラウンドゴルフなど）

■交流事業

　（花見、ウォーキングなど）

飲食店

※「家族または小規模グループの

会食に限定」および「店内にい

る時間を短時間に」の制限が無

くなりました。

■検温し熱がある場合や体調が思わしくない場合は出入りを控える。

■飲食店への出入りの際は、マスクの着用、手指消毒、部屋の中の

換気に注意する。

■マスクを外したときは大きな声で会話をしない。

■返杯や回し飲みをしない。　■人との距離を1m以上あける。

店舗（スーパー、コンビニなど） ■検温し熱がある場合や体調が思わしくない場合は買い物を控える。

■店舗への出入りの際は、マスクの着用、手指消毒をする。

■共有した道具などの消毒を行う。

（ハイターなどを水で薄めて使用）

住民の皆さまへ

－ 緊急時の備えについて －

　国から配布された布マスクについては、住民の方から寄付の声も寄せられています。しかし、国から配布され

たマスクは繰り返し利用できる布マスクですので、ぜひご家庭で感染症予防の備蓄の１つとしてご検討ください。
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新型コロナウイルス感染症に対する支援策

特別定額給付金（要申請）

個人向け支援

事業者向け支援

給付

　対象者1人につき10万円を給付します。

【対象者】
　基準日（令和2年4月27日）において、住民基本台
帳に記録されている方※申請書は世帯主へ送付済み

【申請期限】8月18日（火）

〇お問い合わせ
　佐賀支所 地域住民課 総合窓口第2係 蕁55－3112

介護サービス自粛者への在宅手当（要申請）

　対象者1人につき1万円を支給します。

【対象者】
　要介護・要支援・事業対象者の認定を受けており、
令和2年3月から5月までの間に、新型コロナウイ
ルス感染予防・感染拡大防止のため、訪問・通所・
短期入所などの介護サービスの利用を控えた方ま
たはサービス内容を変更した方

【申請期限】7月31日（金）

〇お問い合わせ
　本庁 健康福祉課 介護保険係　蕁43－2116

給付 黒潮町
独自

傷病手当金（要申請）

　国民健康保険または後期高齢者医療の加入者で
新型コロナウイルスに感染した方、または発熱な
どの症状があり感染を疑われる方に対し支給します。

【支給額】
・給与などの支払いを受ける被保険者
 （直近の継続した3カ月間の給与収入の合計額÷

就労日数）×3分の2×支給日数
・事業を営む被保険者（国保のみ）
　5,000円×支給日数

〇お問い合わせ　本庁 住民課 国保係　蕁43－2800

給付

介護保険料の減額（要申請）

　65歳以上の方で、新型コロナウイルスの影響
により収入が減少した場合、介護保険料の減免（一
定の基準を満たす方）が受けられます。

【減免対象期間】
　令和2年2月1日～令和3年3月31日までの間に
納期限が設定されているもの

【申請期限】令和3年3月31日（水）
※申請には、収入を証明する資料などが必要です。

〇お問い合わせ
　本庁 健康福祉課 介護保険係　蕁43－2116

減免

自立支援医療費受給者証有効期間（申請不要）

　期間限定措置で、対象者の受給者証の終了日が
自動的に1年延長されます。

【対象者】
　自立支援医療費受給者証をお持ちで有効期間の終了
日が令和2年3月1日から令和3年2月28日までの方

〇お問い合わせ
　本庁 健康福祉課 保健衛生係　蕁43－2836

国民年金保険料免除（要申請）

　令和2年2月以降に、新型コロナウイルスの影
響により収入が減少した方、および令和2年2月
以降の所得の見込みが現行の国民年金保険料の免
除などに該当する水準になることが見込まれる方
に対して保険料の免除を行います。

〇お問い合わせ
　本庁 住民課 住基戸籍係　蕁43－2800
　幡多年金事務所　　　　　蕁34－1616

免除

延長

介護保険料の徴収猶予（要申請）猶予

　65歳以上の方で新型コロナウイルスの影響により、
世帯の主たる生計維持者の収入が著しく減少し、納
付すべき介護保険料の全部または一部を一時に納
付できないと認められる方に対して保険料の徴収猶
予（6カ月以内の期間に限る）を行います。
※申請には、収入を証明する資料などが必要です。

〇お問い合わせ
　本庁 健康福祉課 介護保険係　蕁43－2116

国民健康保険税の減免（要申請）

　新型コロナウイルスの影響により収入が減少した場合、
国保税の減免（一定の基準を満たす方）が受けられます。

【対象】令和2年2月1日から令和3年3月31日ま
でに納期限が到来するもの。
※申請には、収入を証明する資料などが必要です。

〇お問い合わせ
　本庁 住民課 住民税係　蕁43－2816

減免

後期高齢者医療保険料の減免および納付猶予（要申請）

　新型コロナウイルスの影響により収入が減少した
場合、保険料の減免（一定の基準を満たす方）または
納付の猶予（6カ月以内の期間に限る）が受けられます。

【対象】（減免）令和2年2月1日から令和3年3月
31日までに納期限が到来するもの。

【申請期限】（減免）令和3年3月31日（水）
※申請には、収入を証明する資料などが必要です。

〇お問い合わせ
　本庁 住民課 国保係　蕁43－2800

減免等
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新型コロナウイルス感染症に対する支援策
個人向け支援

事業者向け支援

中小企業等経営支援事業助成

　高知県融資制度を活用して事業資金を調
達した際に、町が保証料・貸付利子の全部を補助
します。
※貸付利子は、令和2年度から令和6年度が対象。

【対象者】町内で事業を行う方

【申請期限】令和3年3月31日（水）

〇お問い合わせ
　佐賀支所 海洋森林課 商工係　蕁55－3115

雇用調整助成金［新型コロナ特例］（要申請）

　経済上の理由により、事業活動の縮小を余儀な
くされた事業主に対し、休業手当に要した費用を
助成します。

【対象者】
　新型コロナウイルス感染症の影響を受ける事業
主（全事業主）

【申請期限】9月30日（水）

〇お問い合わせ
　ハローワーク四万十　蕁34－1155

緊急小口資金貸付（要申請）

　新型コロナウイルスの影響による休業などで収
入の減少があった方に緊急かつ一時的な生計維持
のための貸付を行います。

【貸付上限額】
　原則として一世帯につき1回限り10万円

〇お問い合わせ　社会福祉協議会　蕁43－2835

貸付

　新型コロナウイルスの経済対策のため、飲食券
などの取扱事業者を募集します。詳細は21ペー
ジをご覧ください。

持続化給付金（要申請）

　新型コロナウイルスにより、特に大きな影響を
受ける事業者に対して、給付金を支給します。
※給付金の上限:法人200万円、個人事業者100

万円

【対象者】
　1カ月の売上が前年同月比で事業収入が50%以
上減少している事業者

【申請期限】令和3年1月15日（金）

〇お問い合わせ
　持続化給付金事業コールセンター

薔0120－115－570

給付

助成

黒潮町
独自

総合支援資金貸付（要申請）

 新型コロナウイルスの影響を受け、収入の減少や失業
などにより生活に困窮し、日常生活の維持が困難な世帯
に対し貸付を行います。

【貸付上限額】
 原則3カ月以内、単身世帯15万円、2人以上世帯
20万円

〇お問い合わせ　社会福祉協議会　蕁43－2835

貸付

住宅確保給付金（要申請）

　新型コロナウイルスの影響で失業や休業により
家賃の支払いが困難となった方に3カ月家賃相当
額を支給します。

【対象者】
　離職、休業から2年以内または休業などにより
収入が減少し、離職などと同程度の状況にある方。

〇お問い合わせ　社会福祉協議会　蕁43－2835

給付

在宅修学支援金（要申請）

　対象者1人につき1万円から3万円を支給
します。

【対象者、支援金額】
町内に住民票を有する以下の方
・区域外通学を行う小中学生の保護者等養育者（1万円）
・高校生の保護者等養育者（2万円）
・大学生などまたはその保護者等養育者（自宅通

学者2万円、自宅外通学者3万円）

【申請期限】7月31日（金）

〇お問い合わせ
　本庁 教育委員会 在宅修学支援金チーム

蕁43－0044

給付 黒潮町
独自

在宅保育支援金（申請不要）

　保育園の登園自粛をお願いする期間、自
粛日数に1,000円を乗じた額を給付します。

【対象者】保育園児の保護者

〇お問い合わせ
　本庁 教育委員会 就学前教育係　蕁43－0044 

給付 黒潮町
独自

町税の徴収猶予（要申請）猶予

　収入におおむね20％以上の減少があった方は1
年間町税の徴収猶予を受けられます（審査あり）。

【猶予対象】
　令和2年2月1日から令和3年1月末日までに納
付期限が到来する住民税、固定資産税、軽自動車税、
国民健康保険税

【申請期限】6月30日および納期のいずれか遅い日

〇お問い合わせ
　本庁 住民課 収納係　蕁43－2816
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防
災
力
向
上
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　
青
少
年
の
人
た
ち
が
学
校
に
来
て
く
れ
て
、

『
防
災
力
向
上
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
』
を
や
り
ま

し
た
。
学
年
ご
と
に
分
か
れ
て
、「
ロ
ー
プ
ワ
ー

ク
」
、「
マ
ス
ク
作
り
」
、「
メ
タ
ル
マ
ッ
チ
の
体

験
」「
毛
布
タ
ン
カ
」
の
４
つ
の
課
題
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
６
年
生
は
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
を
や
り

ま
し
た
。
難
し
い
と
こ
ろ
は
、
芽
生
ち
ゃ
ん
に

教
え
て
も
ら
っ
た
り
、
私
が
教
え
た
り
し
て
、

協
力
し
な
が
ら
で
き
ま
し
た
。
次
に
、
マ
ス
ク

作
り
を
し
ま
し
た
。
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
を
折

っ
て
重
ね
る
と
こ
ろ
が
難
し
か
っ
た
け
ど
、
教

え
て
も
ら
い
な
が
ら
上
手
に
作
れ
て
よ
か
っ
た

で
す
。
メ
タ
ル
マ
ッ
チ
は
、
火
を
つ
け
る
時
に

勢
い
が
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
２
回
目

に
火
を
つ
け
る
時
は
少
し
時
間
が
か
か
っ
た
け

ど
、
ち
ゃ
ん
と
つ
い
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。

　
最
後
に
、
毛
布
と
竹
を
使
っ
て
た
ん
か
を
作

り
ま
し
た
。
先
生
や
芽
生
ち
ゃ
ん
を
持
ち
上
げ

ら
れ
た
の
で
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。「
木

が
じ
ょ
う
ぶ
な
ら
、
重
い

人
で
も
持
ち
上
げ
ら
れ
る
」

と
言
っ
て
い
た
の
で
す
ご

い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
初
め
て
だ
っ
た
け
ど
、

楽
し
く
て
よ
い
体
験
が
で

き
ま
し
た
。

（
伊
与
喜
小
学
校
　
６
年
　
山
下
　
優
希
菜
）

や
ま

し
た

き

な

ゆ

くろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュース
町内児童・生徒が、身の回りのできごとなどをお伝えするコーナーです。

学
校
が
始
ま
っ
て
3
週
間

　
今
回
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
、
学

校
が
休
校
に
な
り
気
づ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、「
あ
た
り
ま
え
」
に
つ
い
て
で
す
。
学

校
に
行
く
の
は
今
ま
で
正
直
、
う
わ
ぁ
、
め
ん

ど
う
く
さ
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
、

今
回
の
こ
と
を
通
し
て
、
学
校
に
行
け
る
こ
と
、

遊
べ
る
こ
と
、
友
だ
ち
と
会
え
る
こ
と
は
「
あ

た
り
ま
え
」
で
は
な
い
と
気
づ
き
ま
し
た
。

　
学
校
が
始
ま
っ
て
、
ま
だ
コ
ロ
ナ
対
策
の
ル

ー
ル
を
守
り
な
が
ら
の
登
校
で
す
が
、
私
た
ち

が
安
全
に
通
え
る
よ
う
に
学
校
の
先
生
た
ち
も

動
い
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
あ
り
が
た
さ
も

忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
私
た
ち
は
、

し
っ
か
り
ル
ー
ル
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
み
ん
な
の
協
力
体
制
も
う
ま
れ
て
い
ま
す
。

マ
ス
ク
着
用
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
す
が
、
教

室
に
出
入
り
す
る
前
に
消
毒
液
を
つ
け
る
の
で

す
が
、
私
が
音
楽
室
か

ら
帰
る
と
、
先
に
帰
っ

て
い
る
人
が
み
ん
な
に

か
け
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
か
ら
も
、
み
ん
な

で
ル
ー
ル
を
確
認
し
た
り
、

守
る
た
め
に
協
力
し
合

い
な
が
ら
、
学
校
生
活

を
送
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

（
入
野
小
学
校
　
６
年
　
岩
村
　
成
 

）

な
る

み

む
ら

い
わ

ゆ
う

と

た

む
ら

高
校
進
路
説
明
会
を
聞
い
て

　
５
月
末
の
２
日
間
、
高
校
説
明
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
各
高
校
の
説
明
を
聞
い
て
、「
自
分

の
こ
と
を
熱
く
語
れ
る
人
間
」
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

　
僕
は
高
知
市
内
の
高
校
に
進
学
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
理
由
は
、
今
や
っ
て
い
る
部
活

動
を
、
も
っ
と
レ
ベ
ル
の
高
い
と
こ
ろ
で
学
び

た
い
か
ら
で
す
。

　
説
明
会
に
来
て
く
れ
た
高
校
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
特
色
が
あ
り
、
そ
の
高
校
で
し
か
学
べ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
希
望
す
る
高
校
で
は
、
自

分
の
や
り
た
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
学
力
を
伸
ば
す
こ

と
や
部
活
動
面
の
運
動
能
力
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
大
事
に
な
っ
て
き
ま
す
。
あ
と
８
カ
月
余

り
で
、
ど
こ
ま
で
自
分
の
力
を
伸
ば
す
こ
と
が

で
き
る
の
か
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
日
々
の
努

力
を
大
切
に
し
て
、
今
日
よ
り
も
明
日
に
は
も

っ
と
成
長
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

　
説
明
会
で
は
印
象
に
残
っ
た
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
「
地
元
や
地
域
を
発
展
さ
せ
大
切

に
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
文
武
両
道

を
め
ざ
し
て
、
日
々
成
長
で

き
る
よ
う
に
一
日
一
日
を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
佐
賀
中
学
校
　
３
年
　
田
村
　
優
和
）
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校
長
　
東
　
淳
一

「
継
続
と
挑
戦
」

〜
笑
顔
と
意
欲
に
満
ち
た

　
　
　
　
　
児
童
の
育
成
〜

上
川
口
小
学
校

◆
は
じ
め
に

　
本
年
度
は
、
５
名
の
新
入
生

を
迎
え
、
全
校
児
童
３８
名
、
教

職
員
１２
名（
学
習
支
援
員
を
含
む
）、

７
学
級
（
特
別
支
援
学
級
２
組

を
含
む
）
編
成
で
教
育
活
動
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
　
　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
、
規
模
を

縮
小
し
て
行
っ
た
入
学
式
で
し

た
が
、
新
入
生
だ
け
で
な
く
、

在
校
生
も
新
た
な
学
年
に
向
け
、

い
い
表
情
で
式
に
臨
ん
で
い
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
新
学
期
が
始
ま
っ

て
４
日
後
に
は
緊
急
事
態
宣
言

の
発
出
に
と
も
な
い
休
校
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ほ
ぼ
１

カ
月
間
の
休
校
で
、
出
ば
な
を

く
じ
か
れ
た
感
じ
は
否
め
ま
せ

ん
が
、
連
休
明
け
に
は
元
気
な

子
ど
も
た
ち
の
声
が
帰
っ
て
き

ま
し
た
。
つ
く
づ
く
子
ど
も
た

ち
あ
っ
て
の
学
校
だ
と
い
う
思

い
を
強
く
し
た
こ
と
で
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
毎
日
マ
ス

ク
を
つ
け
て
の
生
活
で
す
。
手

洗
い
、
消
毒
を
頻
繁
に
行
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
対
面
で

の
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
ペ
ア
や

グ
ル
ー
プ
で
の
学
習
に
も
気
を

遣
い
ま
す
。
随
分
不
自
由
な
生

活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

子
ど
も
た
ち
は
友
だ
ち
と
一
緒

に
い
ら
れ
る
こ
と
に
嬉
し
さ
を

感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
自
粛
生
活
も
解
か
れ
、
人
々

の
動
き
も
活
発
に
な
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
も
正
直
、
気
持
ち

が
緩
ん
で
は
い
な
い
で
し
ょ
う

か
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
終
息
し
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
も
「
新

し
い
生
活
様
式
」
を
示
し
、
そ

れ
に
沿
っ
た
行
動
を
求
め
て
き

て
い
ま
す
。

　
安
心
、
安
全
な
生
活
の
実
現

に
向
け
、
一
人
ひ
と
り
が
こ
れ

ま
で
同
様
、
細
心
の
注
意
を
払

い
な
が
ら
生
活
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

◆
Ｗ
ｉ
ｌ
ｌ

〜
あ
な
た
の
思
い
を
旗
に
乗
せ
て
〜

　
町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
に
向
け

て
町
全
体
や
医
療
・
福
祉
現
場

で
頑
張
る
人
を
応
援
す
る
取
組

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
校
も

青
い
旗
を
、
防
災
扉
横
の
フ
ェ

ン
ス
に
掲
げ
ま
し
た
。

　
６
年
生
が
絵
を
描
き
、
３
密

を
避
け
る
た
め
に
、
休
み
時
間

に
学
年
ご
と
に
声
を
か
け
、
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　
遠
足
も
中
止
、
運
動
会
も
延

期
と
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ

て
取
り
組
む
行
事
が
で
き
な
い

ま
ま
で
し
た
が
、
や
っ
と
、
思

い
を
１
つ
に
し
た
作
品
が
で
き

ま
し
た
。

　
全
校
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
、

ま
た
以
前
の
よ
う
な
日
常
が
帰

っ
て
く
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り

で
す
。

◆
学
校
教
育
目
標

　
『
「
継
続
と
挑
戦
」
〜
笑
顔
と

意
欲
に
満
ち
た
児
童
の
育
成
〜
』

が
学
校
教
育
目
標
で
す
。

　
新
学
習
指
導
要
領
の
完
全
実

施
に
と
も
な
い
、
英
語
教
育
や

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
学
習
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
は
、
人
々
の
生

活
様
式
を
一
変
さ
せ
ま
し
た
。

テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
る
在
宅
勤
務

が
推
奨
さ
れ
た
り
、
学
習
の
機

会
の
保
障
の
た
め
の
オ
ン
ラ
イ

ン
環
境
の
整
備
が
求
め
ら
れ
た
り

し
ま
し
た
。
今
後
、
教
育
の
Ｉ
Ｔ

化
が
さ
ら
に
進
む
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、「
不
易
と
流
行
」
と

い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
時

代
と
と
も
に
変
わ
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
こ
と
が
あ
る
と
同
時

に
、
変
え
て
は
い
け
な
い
こ
と

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
新
し

い
こ
と
に
尻
込
み
を
す
る
こ
と

な
く
挑
戦
す
る
と
と
も
に
、「
読

む
」「
書
く
」「
計
算
」
な
ど
、
こ

れ
ま
で
大
事
に
し
て
き
た
も
の

も
大
切
に
し
な
が
ら
子
ど
も
た

ち
の
教
育
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
目
標
を
定
め
ま
し
た
。

◆
研
究
主
題
・
研
究
推
進

　
研
究
主
題
は
、「
自
分
の
考
え

や
思
い
を
豊
か
な
表
現
で
伝
え
、

互
い
に
高
め
あ
い
行
動
で
き
る

児
童
の
育
成
」
で
す
。

　
本
校
の
置
か
れ
て
い
る
状
況

を
見
た
と
き
、
子
ど
も
た
ち
は

必
ず
複
式
で
の
授
業
を
経
験
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
と

き
に
戸
惑
わ
な
い
た
め
に
も
、

学
習
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
、
子

ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
学
習
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
複
式
授
業
は
、
教
師
に
と
っ

て
は
学
習
準
備
な
ど
が
大
変
で

す
が
、
児
童
に
と
っ
て
マ
イ
ナ

ス
と
は
と
ら
え
て
い
ま
せ
ん
。

互
い
に
尊
重
し
合
い
な
が
ら
意

見
を
出
し
合
い
、
練
り
合
う
学

習
が
展
開
で
き
れ
ば
、「
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
構
築

に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
本
校

児
童
の
課
題
で
あ
る
表
現
力
の

弱
さ
の
克
服
に
も
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
、
単
式
学
級
で
あ
っ
て
も

日

々

、

学
習
リ

ー
ダ
ー

を
活
用

し
な
が

ら
授
業

実
践
に

努
め
て

い
ま
す
。

りよだ校学
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◆
は
じ
め
に

　
４
月
に

４０
名
の
１
年
生
が
入

学
し
、
２
年
生

５１
名
、
３
年
生

５３
名
、
合
計
１
４
４
名
で
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
学
校
教
育
目

標
は
「
学
び
あ
い
、
つ
な
が
り
、

未
来
を
拓
く
」
で
す
。
大
方
中

学
校
に
代
々
受
け
継
が
れ
て
い

る
生
徒
会
目
標
で
あ
る
「
一
人

は
み
ん
な
の
た
め
に
、
み
ん
な

は
一
人
の
た
め
に
」
を
大
切
に
し
、

生
徒
も
教
職
員
も
学
び
あ
い
な

が
ら
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
、
生
徒
た
ち
が
主
体
的
に
活

動
す
る
な
か
で
、
未
来
を
切
り

拓
き
、
社
会
で
生
き
抜
く
力
を
、

す
べ
て
の
生
徒
に
つ
け
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

◆
リ
ス
ペ
ク
ト
・
ア
ザ
ー
ズ

　
今
年
度
の
生
徒
会
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
「
Ｒ
ｅ
ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｔ 

ｏ
ｔ
ｈ
ｅ

ｒ
ｓ 

〜
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に

〜
」
で
す
。
全
校
生
徒
一
人
ひ

と
り
に
個
性
が
あ
り
、
生
活
背

景
も
違
い
ま
す
。
得
意
な
こ
と
、

苦
手
な
こ
と
、
価
値
観
も
そ
れ

ぞ
れ
違
い
ま
す
。
そ
ん
な
一
人

ひ
と
り
を
認
め
あ
う
こ
と
、お
互

い
を
尊
重
し
あ
う
こ
と
で
、
誰
も

が
楽
し
い
と
思
え
る
学
校
生
活

が
実
現
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
拡
大
す
る
な
か
で
、
感
染

に
苦
し
む
人
や
そ
の
家
族
、
医

療
現
場
な
ど
で
頑
張
っ
て
い
る

人
や
そ
の
家
族
に
対
す
る
人
権

侵
害
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
み

ん
な
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
頑
張

っ
て
い
る
の
に
、
ウ
イ
ル
ス
と

い
う
見
え
な
い
相
手
に
対
す
る

不
安
か
ら
誰
か
を
攻
撃
し
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
ん
な
今
こ
そ
、

相
手
を
「
Ｒ
ｅ
ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｔ
（
尊
重
・

尊
敬
）
」
し
、
感
謝
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
生
徒
会

の
考
え
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
大
切

に
、
自
分
の
生
き
方
と
重
ね
な

が
ら
、一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
大

切
に
さ
れ
る
学
校
を
め
ざ
し
ま
す
。

◆
Ｗ
ｉ
ｌ
ｌ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
町
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
Ｗ

ｉ
ｌ
ｌ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
大

方
中
も
参
加
す
る
た
め
、
生
徒

会
執
行
部
が
呼
び
か
け
、
各
ク

ラ
ス
で
旗
を
作
成
し
ま
し
た
。

青
い
旗
に
一
人
ひ
と
り
の
手
形

を
押
し
な
が
ら
、１
年
生
は
「
虹
」、

２
年
生
は
「
ハ
ー
ト
」
、
３
年
生

は
「
Ｗ
ｉ
ｌ
ｌ
」
の
文
字
を
描
き

ま
し
た
。
こ
の
旗
は
、
校
門
か

ら
見
え
る
校
舎
前
に
掲
揚
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
医
療
や
福

祉
に
関
わ
っ
て
い
る
人
は
も
ち

ろ
ん
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に
関

わ
っ
て
い
る
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
感
染

拡
大
防
止
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
自

粛
、
マ
ス
ク
着
用
や
手
洗
い
な

ど
の
感
染
対
策
を
し
て
き
た
努

力
も
あ
っ
て
、
今
の
生
活
が
保

た
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

大
中
の
生
徒
一
人
ひ
と
り
も
そ

の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。「
あ

り
が
と
う
」「
一
緒
に
頑
張
ろ
う
」

と
い
う
思
い
を
大
切
に
し
て
、

日
々
を
過
ご
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

◆
掃
除
が
変
わ
り
ま
し
た

　
５
月

１８
日
（
月
）
の
終
学
活
の

時
間
に
、
生
徒
会
執
行
部
と
美

化
部
か
ら
各
ク
ラ
ス
に
出
向
き
、

「
新
し
い
大
中
を
み
ん
な
で
作

っ
て
い
き
た
い
、
そ
れ
は
ま
ず

掃
除
か
ら
」
と
、
新
し
い
掃
除

の
仕
方
を
提
案
し
ま
し
た
。
そ

れ
以
降
、
教
室
、
廊
下
、
階
段

な
ど
は
、
ほ
う
き
を
使
わ
ず
、

自
分
専
用
の
雑
巾
（
マ
イ
雑
巾
）

を
使
っ
て
し
っ
か
り
と
拭
き
取

る
形
に
な
り
ま
し
た
。
話
を
せ

ず
に
無
言
で
、
時
間
が
余
っ
て

も
、
汚
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
自

分
で
見
つ
け
て
掃
除
を
し
ま
す
。

今
で
は
膝
を
つ
い
て
、
一
生
懸

命
廊
下
な
ど
を
拭
い
て
い
る
姿

が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
物
事
を
「
こ
な
す
」
の
で
は
な

く
、
目
的
意
識
を
持
ち
、
心
を

込
め
て
よ
り
良
い
も
の
に
仕
上

げ
る
こ
と
、
こ
れ
は
大
人
に
な

っ
て
仕
事
を
す
る
う
え
で
と
て

も
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
そ
の

こ
と
を
掃
除
の
時
間
に
学
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
ほ
う
き
な
ど

の
共
有
物
を
使
わ
ず
、
自
分
の

雑
巾
で
掃
除
す
る
こ
と
は
、
感

染
予
防
対
策
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。

◆
一
人
ひ
と
り
が
支
え
る
学
校

　
今
年
度
に
な
っ
て
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
生
徒
の
活
動
が
よ
く

見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

生
徒
会
執
行
部
は
も
ち
ろ
ん
、

放
送
部
、
美
化
部
、
保
健
部
な

ど
の
専
門
部
や
、
時
間
割
や
集

配
な
ど
の
学
級
の
係
が
責
任
を

持
っ
て
良
く
動
い
て
く
れ
て
い

ま
す
。
部
活
動
も
、
３
年
生
を

中
心
に
活
気
の
あ
る
練
習
が
で

き
て
い
ま
す
。
部
活
動
の
終
了

時
に
は
、
各
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン

が
交
代
で
下
校
を
呼
び
か
け
る

放
送
を
し
ま
す
。
部
活
動
の
帰

り
に
元
気
な
声
で
あ
い
さ
つ
を

す
る
生
徒
も
増
え
ま
し
た
。

　
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
役
割

を
果
た
し
な
が
ら
、
学
校
を
支

え
て
い
る
様
子
は
、
津
波
防
災

や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
向

き
合
っ
て
い
る
、
町
の
姿
と
重

な
る
も
の
が
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

校
長
　
浜
口
　
和
彦

Ｒ
ｅ
ｓ
ｐ
ｅ
ｃ
ｔ 

ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｓ

〜
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
〜

大
方
中
学
校

．
リ

ス

ペ

ク

ト

ア

ザ

ー

ズ

りよだ校学
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大方地域

7月 場　　　所 時　　　間内　　　容

肺 が ん 検 診 ※07:30～10:00

胃 が ん 検 診 ※08:00～09:00

18日（土）
保健福祉センター大腸がん検診（容器配布）

※08:00～09:30

19日（日） ※13:00～13:30

特 定 健 診
※08:30～09:30

※13:00～13:30

20日（月） 地域子育て支援センター（大方中央保育所内）愛 育 相 談 ※09:30～10:30

21日（火） 大方橘川集会所大 方 橘 川 健 康 相 談
9:30～10:30

29日（水） 御坊畑集会所御 坊 畑 健 康 相 談

※08:00～09:30
鞭集会所

大腸がん検診（容器配布）

※08:30～10:00
31日（金）

特 定 健 診

※13:30～14:30加持ふれあいセンター
大腸がん検診（容器配布）

特 定 健 診

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

7
月
中
旬
か
ら
8
月
中
旬
ま
で
の
健
康
に
関
す
る
行
事
予
定
で
す
。

変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
担
当
係
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

佐賀地域

7月 場　　　所 時　　　間内　　　容

胃 が ん 検 診 ※08:00～11:00

21日（火） 支援センターこぶし
特 定 健 診

※08:00～11:00

※13:00～14:00

27日（月） 佐賀保育所愛 育 相 談 10:00～11:00

注）表中の※印は、受付時間となります。

※新型コロナウイルス感染症の状況によっては変更となる場合があります。その場合はホームページへの掲示や
　マイク放送でお知らせします。

8月 場　　　所 時　　　間内　　　容

3日（月） 奥湊川老人憩の家奥 湊 川 健 康 相 談
10:00～11:00

6日（木） 灘集会所灘 健 康 相 談

12日（水） 保健福祉センター乳児・１歳６カ月児健診 個別にお知らせ

月日（曜） 四万十市

四万十市立市民病院 蕁34－2126

吉井病院 蕁34－5005

幡多病院 蕁34－6211

宿毛市　（0880）

筒井病院 蕁66－0013

川村内科クリニック 蕁66－2911

大井田病院 蕁63－2101

四万十町　（0880）

くぼかわ病院 蕁22－1111

大西病院 蕁22－11917/19（日）

23（木）

24（金）

佐々木整形外科 蕁34－7177 いなげ胃腸科内科 蕁62－111326（日）

四万十市立市民病院 蕁34－2126

森下病院 蕁34－2030

幡多けんみん病院 蕁66－2222

聖ヶ丘病院 蕁63－2146

8/2（日）

9（日）

さたけ小児科 蕁37－2255 田村内科クリニック 蕁63－166810（月）

※当直医は、変更になる場合がありますので、あらかじめ確認してから受診してください。

■当直医療機関

○お問い合わせ　本庁 健康福祉課 保健衛生係　蕁43―2836　　佐賀支所 地域住民課 保健センター　蕁55―7373
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建国記念の日

外来診療（澤田先生）
外来診療（澤田先生）

外来診療（澤田先生）
（伊与喜出張診療所）
9：45～10：30

（鈴出張診療所）
11：10～12：30

日 土月 火 水 木 金

1 41 2 1 2 3
午前 日 こどもの日外来診療 外来診療（澤田先生）外来診療（吉村先生） 開庁 外来診療（矢野先生）

午後 日 土
外来診療

外来診療

外来診療（吉村先生） 外来診療（矢野先生）

5 116 7 8 9 10
午前 憲法記念日 土みどりの日 外来診療（吉村先生）外来診療（池田先生）外来診療（矢野先生）

外来診療（矢野先生）

外来診療（矢野先生）

午後 日 土外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（吉村先生）

12 1813 14 15 16 17
午前 山の日 土成人の日 外来診療（澤田先生）

外来診療（澤田先生）

外来診療（澤田先生）

保育所健診 外来診療（池田先生）

午後 日 土
外来診療（吉村先生） 外来診療

外来診療

外来診療

外来診療（矢野先生）

252019

26

21 22 23 24
午前 土秋分の日 外来診療（澤田先生）外来診療（吉村先生）外来診療（池田先生）

みどりの日

午後 日 土外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（吉村先生） 外来診療（矢野先生）

スポーツの日
外来診療（澤田先生）
（鈴出張診療所）
14：30～16：00

3027 28 29 30 31
午前 土振替休日 外来診療（澤田先生）外来診療（吉村先生）外来診療（池田先生）外来診療（矢野先生）

午後 日 土外来診療（幡多医師会）
12：30～14：00（受付13：50まで）

外来診療（吉村先生） 外来診療（矢野先生）

海の日

外来診療（澤田先生）

外来診療（澤田先生）

成人の日

建国記念日

国民の休日昭和の日

即位の日 国民の休日 憲法記念日

外来診療（澤田先生）

【診療時間】午前9時30分～正午、午後2時～午後5時（記載がある場合はその時間まで）
 　　　　　月曜日のみ診療時間が午後0時30分から午後2時（受付は午後1時50分まで）

■拳ノ川診療所　7月の診療予定

【お問い合わせ】拳ノ川診療所

　　　　　　　 蕁55－7111

・当診療所は予約制です。あらかじめ電話連絡をお願いします。当日の予約受付もできます。    

・医師の都合により、診療日および診療時間が変更になる場合がありますので、必ず電話予約をお願いします。�     

狡やなせ　たかし土佐くろしお鉄道NEWS土佐くろしお鉄道NEWS土佐くろしお鉄道NEWSサニーくん サンコちゃん

土佐くろしお鉄道中村線は、本年10月1日に

開業50周年を迎えます
　お客様に感謝の気持ちを込めて、50周年記念イベン

トを考えています。

　記念イベントの一環として、開業当時からの思い出の

写真や歴史を振り返るパネル展を実施する予定です。パ

ネル展に使用できる写真や当時のエピソードなどを募集

していますので、ご協力をお願いします。詳細は、土佐

くろしお鉄道ホームページ（https://www.tosakuro.com/）

をご覧ください。

　皆さんから寄せられる50年分の思い出を楽しみにお

待ちしています。

〇お問い合わせ　土佐くろしお鉄道 総務部 企画営業課　

　　　　　　　　〒787－0014 四万十市駅前町7－1 　

　　　　　　　　蕁35－4962（平日 午前9時～午後5時）

中村線開業50周年を記念して
ロゴマークを作成しました。



澂広報くろしお  №172　2020（令和2）年7月号

健

知

袋

康

恵

熱
中
症
の
予
防
に
つ
い
て

◆
体
温
調
節
の
し
く
み

　
私
た
ち
の
身
体
は
、
暑
く
な
る
と
汗

を
か
く
こ
と
で
熱
を
放
散
し
、
体
温
が

上
が
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
バ
ラ
ン
ス
を

と
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
、
体
温
調
節
が
う
ま
く
で
き
な
く
な

る
と
、
体
温
が
上
昇
し
、
頭
痛
、
め
ま

い
、
け
い
れ
ん
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
現

れ
ま
す
。
こ
れ
が
熱
中

症
で
す
。

◆
気
温
が
低
い
日
で
も
発
症
し
ま
す

　
熱
中
症
と
い
う
と
、
炎
天
下
に
長
時

間
い
た
と
き
や
、
真
夏
の
暑
い
中
運
動

を
し
て
い
た
と
き
な
ど
に
生
じ
る
ケ
ー

ス
を
想
像
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
気
温
が
低
い
日
で
も
湿
度
が
高

け
れ
ば
熱
中
症
に
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
梅
雨
の
合
間
に
突
然
気
温
が

上
が
っ
た
と
き
な
ど
、
身
体
が
暑
さ
に

慣
れ
て
い
な
い
時
期
に
か
か
り
や
す
い

病
気
で
も
あ
り
ま
す
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響

　
特
に
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
り
、
運
動
な
ど
で
汗
を

か
く
機
会
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
マ
ス
ク
の
着
用
に
よ
り
体
温
が
上

が
り
や
す
く
、
喉
が
渇
き
に
く
く
な
る

こ
と
で
水
分
補
給
の
機
会
が
少
な
く
な

る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
よ
り
意
識

し
た
熱
中
症
対
策
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

◆
症
状
に
よ
っ
て
対
処
を

　
熱
中
症
は
重
症
度
に
よ
り
、
蠢

度
、
蠡

度
、
蠱

度
の
３
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

熱
中
症
の
約

６０
％
は
蠢

度
、
体
温
調
節

機
能
が
破
綻
し
て
体
温
が
上
昇
す
る
の

が
蠡

度
以
降
で
す
。
蠡

度
以
降
は
症
状

が
重
い
た
め
、
体
温
が
上
が
ら
な
い
蠢

度

で
対
処
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

【
チ
ェ
ッ
ク
項
目
】

①
熱
中
症
を
疑
う
症
状
は
あ
り
ま
す
か
？

□
蠢

度
熱
中
症

　
め
ま
い
、
立
ち
く
ら
み
、
筋
肉
痛
、

脚
が
つ
る
、
大
量
の
発
汗

□
蠡

度
熱
中
症

　
頭
痛
、
吐
き
気
、
嘔
吐
、
体
温
上
昇
、

身
体
全
体
の
疲
労
感
や
だ
る
さ

□
蠱

度
熱
中
症

　
呼
び
か
け
へ
の
返
事
が
お
か
し
い
、

意
識
が
な
い
、
け
い
れ
ん
、
触
る
と

体
が
熱
い
（
高
体
温
）

②
意
識
は
あ
り
ま
す
か
？

有
り
　
涼
し
い
場
所
へ
避
難
し
、
衣
服

を
ゆ
る
め
、
身
体
を
冷
や
す
。

無
し
　
救
急
車
を
呼
ぶ
。
呼
ん
だ
後
、
涼

し
い
場
所
へ
避
難
し
、
衣
服
を
ゆ
る

め
、
身
体
を
冷
や
す
。

③
自
力
で
水
分
補
給
が
で
き
ま
す
か
？

で
き
る
　
水
分
・
塩
分
・
糖
分
補
給
を

す
る
。

で
き
な
い
　
救
急
車
ま
た
は
周
囲
の
人

が
近
く
の
医
療
機
関
へ
連
れ
て
い
く
。

④
②
、
③
の
処
置
の
後
、
症
状
が
良
く

な
り
ま
し
た
か
？

改
善
し
た
　
そ
の
ま
ま
安
静
に
し
て
十

分
に
休
息
を
と
り
、
明
ら
か
に
回
復

し
た
ら
帰
宅
し
ま
し
ょ
う
。

改
善
し
な
か
っ
た
　
医
療
機
関
を
受
診
。

◆
熱
中
症
に
な
ら
な
い
た
め
に

・
例
年
以
上
に
意
識
し
て
水
分
・
塩
分

補
給
を
す
る
。
特
に
高
齢
の
方
は
、

喉
の
渇
き
を
感
じ
に
く
い
た
め
、
こ

ま
め
に
水
分
補
給
を
す
る
。

・
３
食
き
ち
ん
と
食
べ
、
よ
く
眠
る
。

・
人
混
み
を
避
け
た
散
歩
、
室
内
で
の

軽
い
運
動
で
筋
力
を
保
ち
、
汗
を
か

き
や
す
い
身
体
を
作
る
。

室
内
で
は

・
暑
い
と
感
じ
た
ら
エ
ア
コ
ン
を
つ
け

る
（
無
理
な
節
電
を
し
な
い
）
。

・
こ
ま
め
に
換
気
し
て
湿
度
を
下
げ
る
。

・
屋
外
で
人
と
の
間
隔
が
２
ｍ
以
上
確

保
で
き
る
場
合
は
、
マ
ス
ク
を
外
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

蕁

４
３
―
２
８
３
６

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

蕁

５
５
―
７
３
７
３

・気温が高い

・湿度が高い

・風が弱い

・季節の変わり目

　（急に暑くなった）

・日差しが強い

・暑さに慣れていない

・乳幼児や高齢者

・病気療養中

・低栄養状態／肥満

・睡眠不足や疲れなど

で体調が悪い

・激しい運動、慣れない運動

・長時間の屋外作業

・水分補給できない状況

熱中症になりやすい条件
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●
好
物
を
備
蓄
す
る

　
災
害
は
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
も
た

ら
し
、
心
に
傷
を
与
え
ま
す
。
さ
ら

に
食
欲
も
な
く
な
る
の
で
、
自
分
へ

の
お
見
舞
い
の
気
持
ち
で
、「
美
味
し

い
も
の
」
や
「
好
物
」
を
備
蓄
し
ま
し

ょ
う
。

●
使
い
切
り
サ
イ
ズ
を
選
ぶ

　
食
品
の
分
量
は
、
使
い
切
り
サ
イ

ズ
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。
冷
蔵
庫

が
使
用
で
き
な
い
の
で
、
大
き
い
サ

イ
ズ
の
缶
詰
な
ど
は
残
食
が
出
て
ご

み
処
理
に
も
困
り
ま
す
。
ご
み
処
理

で
特
に
困
る
の
は
、
カ
ッ
プ
麺
の
汁

で
す
。
イ
ン
ス
タ
ン
ト
麺
を
備
蓄
す

る
な
ら
、
汁
の
な
い
焼
き
そ
ば
が
健

康
面
で
も
ご
み
処
理
面
で
も
良
い
と

言
え
ま
す
。

●
野
菜
や
果
物
の
加
工
品

　
食
品
の
種
類
は
偏
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
す
。
特
に
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ

ル
な
ど
の
微
量
栄
養
素
、
食
物
繊
維

が
不
足
し
ま
す
。
野
菜
や
果
物
の
加

工
品
を
備
蓄
し
ま
し
ょ
う
。
野
菜
ジ

ュ
ー
ス
缶
も
重
宝
し
ま
す
。

●
簡
単
な
調
理
も
想
定

　
１
週
間
と
な
る
と
、
す
ぐ
に
食
べ

ら
れ
る
味
付
け
済
み
の
調
理
加
工
品

だ
け
を
食
べ
て
い
て
は
、
塩
分
の
取

り
す
ぎ
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
味
が

濃
い
の
で
喉
が
乾
い
た
り
、
飽
き
て

し
ま
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
簡
単
な
調
理
を
す
る

と
い
う
想
定
が
必
要
で
す
。
そ
の
際

に
、
唯
一
の
熱
源
と
し
て
カ
セ
ッ
ト

コ
ン
ロ
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
カ
セ
ッ

ト
ボ
ン
ベ
の
予
備
と
と
も
に
備
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
味
付
け
済

み
の
缶
詰
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ

ン
、
レ
ト
ル
ト
食
品
に
加
え
、
粉
類

や
麺
類
、
魚
介
類
や
さ
さ
み
、
大
豆

の
水
煮
缶
な
ど
、
調
理
に
使
う
食
材

も
備
蓄
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク

　
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
と
は
普
段

食
べ
て
い
る
も
の
を
多
め
に
買
い
置

き
し
、
期
限
が
切
れ
る
前
に
食
べ
、

不
足
分
を
新
た
に
補
充
す
る
方
法
で

す
。
備
蓄
す
る
食
品
の
賞
味
期
限
は
、

家
庭
で
は
６
カ
月
程
度
で
十
分
で
、

賞
味
期
限
が
長
い
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
う
え
、
廃
棄
が
出
な
い
の

で
、
環
境
に
も
優
し
い
方
法
で
す
。

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心
169

〜
災
害
時
に
備
え
る
食
べ
物
〜

〜
災
害
時
に
備
え
る
食
べ
物
〜

○
お
問
い
合
わ
せ
　
【
本
庁
】
情
報
防
災
課 

消
防
防
災
係
　
蕁

4
3
―

2
1
8
8
　
　
【
佐
賀
支
所
】
地
域
住
民
課 

総
合
窓
口
第
１
係
 
蕁

5
5
―

3
1
1
3

災
害
食
の
選
び
方
の

 
 
 

ポ
イ
ン
ト
と
コ
ツ

防衛省　2020年自衛官募集案内

○お問い合わせ　自衛隊四万十地域事務所　蕁35－3096

募集種目 受付期間および試験会場

一般曹候補生

（1次試験）

航空学生

（1次試験）

7月1日（水）～9月10日（木）

試験会場：四万十市防災センター

7月1日（水）～9月10日（木）

試験会場：高知よさこい咲都合同庁舎

試験期日

9月19日（土）

9月22日（火）

身体検査および口述試験

9月25日（金）～27日（日）�

受験資格

18歳以上

21歳未満の方

18歳以上

33歳未満の方

自衛官候補生

（任期制）

年間を通じて受け付けしています。

学科試験：四万十市防災センター

適正検査：同上

身体検査：高知駐屯地（香南市）

口述試験：同上

学科試験および適性検査

9月19日（土）

1

備える
家族の人数×4日間（12食）

3 2

買い足す 食べる
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令和2年度 介護保険料
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イド介護保険介護保険介護保険 ガ

　令和2年度の65歳以上の方（第1号被保険者）の介護保険料は、下表をもとに6月に決定される所得段

階によって決まります。

　対象となる皆さんには、7月中にお知らせと、普通徴収の方には納付書を同封してお送りします。

◆ 令和2年度の介護保険料をお知らせします

【第1号被保険者（65歳以上）】

  3年ごとに見直しをする「介護保険事業計画」において決定されます。

  上表のように、町民税の課税状況や所得により介護保険料が決まります。

【第2号被保険者（40歳～64歳）】

  ●国民健康保険（国保）の方 

  　所得などに応じて世帯ごとに決まり、医療分と介護分を合わせて国保税として世帯主が納めます。

  ●職場の医療保険などの方 

  　加入している医療保険ごとの介護保険料率と給料・賞与に応じて決まり、医療保険の保険料と介護

  　保険料が合わせて給料・賞与から差し引かれます。

◆ 介護保険料の決め方

第1段階

所得段階 介護保険料（年額）対　　　象　　　者

●生活保護を受けている方

●世帯全員が町民税非課税で老齢福祉年金を受けている方

●世帯全員が町民税非課税で前年の本人年金収入などが80万円以下の方

36,600円

（基準額×0.5）

第2段階
●世帯全員が町民税非課税で前年の本人年金収入などが80万円

超120万円以下の方

54,900円

（基準額×0.75）

第3段階

※消費税率の引き上げにともない、第1段階から第3段階について介護保険料の軽減強化が図られます。

　実際には、第1段階は基準額×0.3＝22,000円、第2段階は基準額×0.5＝36,600円、第3段階は

　基準額×0.7＝51,200円となります。

●世帯全員が町民税非課税で前年の本人年金収入などが120万

円超の方

54,900円

（基準額×0.75）

第4段階
●世帯の誰かに町民税が課税されているが本人は町民税非課税

で前年の本人年金収入などが80万円以下の方

65,900円

（基準額×0.9）

第5段階
●世帯の誰かに町民税が課税されているが本人は町民税非課税

で前年の本人年金収入などが80万円超の方

73,200円

（基準額）

第6段階 ●本人が町民税課税で前年の合計所得金額が120万円未満の方
87,800円

（基準額×1.2）

第7段階
●本人が町民税課税で前年の合計所得金額が120万円以上200

万円未満の方

95,200円

（基準額×1.3）

第8段階
●本人が町民税課税で前年の合計所得金額が200万円以上300

万円未満の方

109,800円

（基準額×1.5）

第9段階 ●本人が町民税課税で前年の合計所得金額が300万円以上の方
124,400円

（基準額×1.7）

↑

※

別

途

軽

減

あ

り

↓



広報くろしお  №172　2020（令和2）年7月号澎

◆ 保険料の納め方には、特別徴収と普通徴収の2種類があります

対　　　象　　　者

特別徴収

種　類

老齢年金（退職）・障害年金・遺族年金の受給額が、年額

18万円（月額15,000円）以上の方　

（令和元年度途中に65歳になった方や他市町村から転入し

た方は普通徴収になる場合があります）

普通徴収

●年金の受給額が年額18万円未満の方

●令和2年度途中に65歳になる方、他市町村から転入し

た方、年金受給者になった方など

≪申込手続に必要なもの≫

　・預金通帳　　・金融機関へのお届け印　

　・納付義務者のわかるもの（介護保険料納付通知書など）

納め方

●納付書　

●口座振替

納　　期

年金の支払月

（年6回・偶数月）

納付期限を過ぎると

督促が行われます。

督促手数料や延滞

金などを徴収され

る場合もあります。

1年以上滞納して

いると

介護保険サービス

の利用料を一度全

額利用者が負担し、

申請により後で保

険給付費（7～9割）

が支払われます。

1年6カ月以上

滞納していると

保険給付の一部ま

たは全部が差し止

めとなります。差

し止めされた保険

給付費から、滞納

の介護保険料を差

し引くことがあり

ます。

2年を過ぎると

利用者負担が1～

3割から3～4割に

引き上げられ、高

額介護サービス費、

特定入所者介護サ

ービス費などが受

けられなくなりま

す。

7月～翌年3月

（年9回・毎月）

年金天引

※普通徴収から特別徴収への切り替えは、徴収開始より約半年から1年後となります。

※普通徴収の方には、安心で便利な口座振替をおすすめしています。申込は振替を

　希望する金融機関の窓口にて行ってください。

　介護保険は、すべての被保険者が納める介護保険料と公費（税金）を財源として、介護や支援が必要と

なった被保険者に介護サービスを提供することで、被保険者自身とその家族を支援する仕組みです。

　1人ひとりの介護保険料は大切な財源です。皆さんのご理解とご協力をお願いします。

◆ 介護保険料はどうして納めるの？

　特別な事情がないのに介護保険料の滞納が続く場合、未納期間に応じて保険給付が一時差し止めにな

ったり、利用者負担が3割になったりする給付制限の措置がとられます。介護保険料は必ず納めてくだ

さい。

◆ 介護保険料を納めないとどうなるの？ 

○お問い合わせ　本庁 健康福祉課 介護保険係　　蕁43－2116

介護保険料は大切な財源です。安心で便利な口座振替を利用して納付期限までにお納めください。
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後期高齢者医療保険　被保険者（※1）の皆さんへ

後期高齢者医療制度の令和2・3年度の保険料率が決まりました

今年度から保険料軽減が変わります

　後期高齢者医療制度では、利用者負担を除いた後期高齢者の医療費の支払いなどに必要な費用

のうち、約5割を国・県・市町村の公費で、約4割を現役世代の方が加入する医療保険の支援金

で負担しており、被保険者の皆さんに負担していただく保険料は、全体の約1割となっています。

　高知県の後期高齢者の医療費は毎年増加しているため、医療保険が負担する費用も増加してい

ますが、基金を活用することにより、皆さんにご負担いただく保険料率を引き下げとしました。

　令和2年度の個々の保険料額につきましては、前年中の所得が確定した後、7月初旬に決定す

る予定です。なお、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止などによる確定申告期間の延長な

どにともない、7月初旬の決定後に前年中の所得が確定した場合は、保険料額について変更の可

能性があります。

■後期高齢者医療保険料について

　後期高齢者医療保険料は、以下の2つで構成されています。

　　①均等割…全員に納めていただく定額部分（1人あたり54,316円）

　　②所得割…所得に応じて納めていただく部分（賦課のもととなる所得金額×10.49％）

■令和2年度の被保険者均等割額の軽減について

　「均等割」については、軽減措置があります。令和元年度に8割軽減・8.5割軽減の対象であっ

た方は、これまで国の特例措置により軽減割合が上乗せされていましたが、令和元年度から段階

的に制度本来の7割軽減に戻す見直しが行われており、令和2年度は下記のとおり見直しを行い

ます。

（※1）65歳以上75歳未満で障害認定を受け、後期高齢者医療保険に加入した方を含みます。

（※2）総所得金額などの合計額とは、前年中の収入額から各種控除や必要経費を除いた所得の合計額です。

　　　ただし、世帯主や被保険者が65歳以上で、公的年金等所得がある場合、公的年金等所得から15万円を差し

　　　引いた額で軽減を判定します。

（※3）令和元年度　均等割額　54,394円

○お問い合わせ　本庁 住民課 国保係　　　　　　　　　蕁43－2800

　　　　　　　　佐賀支所 地域住民課 総合窓口第2係　蕁55－3112

被保険者均等割額 所得割率

54,316円

令和2年度令和元年度（※3）令和2年度

軽減の割合 軽減後の被保険者均等割額

令和元年度

世帯主と同一世帯内の被保険者の

総所得金額などの合計額（※2）

16,294円10,878円7割8割

33万円以下で、被保険者全員が年金

収入80万円以下かつ、そのほかの所

得がない

12,221円8,159円7.75割8.5割33万円以下で、上の基準に該当しない

10.49％
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

　
２０
歳
か
ら
満

６０
歳
ま
で
の

４０
年
間
、

全
期
間
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ

た
方
は
、

６５
歳
か
ら
満
額
の
老
齢
基
礎

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
老
齢
基
礎
年

金
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
保
険
料
を

納
め
た
期
間
や
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た

期
間
な
ど
が
、
原
則

１０
年
（
１
２
０
月
）

あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
申

請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶

予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け
ず
保

険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、
万
一
、

障
が
い
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態

が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
・
遺

族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
本
人
・
配
偶
者
・
世

帯
主
の
前
年
の
所
得
が
一
定
の
基
準
額

以
下
の
場
合
に
、「
全
額
免
除
」
や
「
一

部
納
付
（
一
部
免
除
）」
が
承
認
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
保
険
料
免
除
期
間
（
一
部

納
付
を
含
む
）
は
、
年
金
受
給
に
必
要

な
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
保
険
料

を
全
額
納
付
し
た
と
き
に
比
べ
、
将
来

の
老
齢
基
礎
年
金
の
額
が
少
な
く
な
り

ま
す
。
免
除
さ
れ
た
保
険
料
は

１０
年
以

内
で
あ
れ
ば
、
後
か
ら
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
３
年
目
か
ら
は

加
算
額
が
つ
き
ま
す
。

◆
令
和
２
年
度
の
免
除
な
ど
の
申
請
期
間

　
７
月
１
日
（
水
）
か
ら
年
金
事
務
所
ま

た
は
役
場
担
当
窓
口
で
受
付
を
開
始
し

ま
す
。
年
金
手
帳
と
印
か
ん
を
お
持
ち

に
な
り
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※
７
月
か
ら
令
和
３
年
６
月
ま
で
の
期

間
を
対
象
と
し
て
審
査
し
ま
す
。

※
申
請
は
原
則
と
し
て
毎
年
度
必
要
で
す
。

◆
退
職
（
失
業
）
に
よ
る
特
例
免
除
制
度

　
退
職
（
失
業
）
し
た
年
度
お
よ
び
翌
年

度
に
限
り
、「
特
例
免
除
制
度
」
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
通
常
、
保
険

料
が
免
除
さ
れ
る
た
め
に
は
、
本
人
・

配
偶
者
・
世
帯
主
の
所
得
基
準
の
範
囲

内
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
特
例

免
除
で
は
、
審
査
の
対
象
と
な
る
本
人

の
所
得
を
除
外
し
て
審
査
を
行
い
ま
す
。

　
特
例
免
除
を
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、

「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」
や
「
雇
用

保
険
被
保
険
者
離
職
票
」
な
ど
の
公
的

機
関
の
証
明
書
の
写
し
が
必
要
で
す
。

◆
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　
５０
歳
未
満
の
方
に
つ
い
て
は
、
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
若
年
者
納

付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
世
帯
主
の
所
得
は
審
査

の
対
象
外
と
な
り
、
本
人
・
配
偶
者
の

前
年
の
所
得
で
審
査
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

◆
学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
の
場
合
は
、「
学
生
納
付
特
例
」

の
申
請
と
な
り
ま
す
。

　
在
学
証
明
も
し
く
は
学
生
証
（
両
面

の
写
し
）
の
添
付
が
必
要
で
す
。
免
除

の
対
象
期
間
は
、
申
請
日
が
１
月
か
ら

４
月
の
場
合
は
、
前
年
の
４
月
か
ら
そ

の
年
の
３
月
ま
で
、
４
月
以
降
の
場
合

は
、
そ
の
年
の
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま

で
と
な
り
ま
す
（
４
月
は
両
期
間
申
請

が
可
能
）
。

　
ま
た
、
平
成

２６
年
４
月
か
ら
、（
申
請

時
点
よ
り
）
過
去
２
年
１
カ
月
分
の
免

除
申
請
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

住
基
戸
籍
係

　
　
　
　
　
　
蕁

４
３
―

２
８
０
０

 
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

総
合
窓
口
第
２
係

蕁

５
５
―

３
７
０
１

 
日
本
年
金
機
構 

幡
多
年
金
事
務
所

蕁

３
４
―

１
６
１
６

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

有料広告
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高
知
県
で
は
、
地
域
の
実
情
を
把
握

し
県
政
運
営
に
活
か
す
た
め
、
知
事
が

県
内
各
地
へ
の
訪
問
や
座
談
会
の
開
催

な
ど
を
通
じ
て
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
お
う
か
が
い
し
て
い
ま
す
。
左

記
の
日
程
で
知
事
が
来
町
し
、
意
見
交

換
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
傍
聴
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い

（
事
前
申
込
が
必
要
で
す
）
。

◆
日
時

　
７
月

１７
日
（
金
）
午
前

１０
時
〜
正
午

◆
場
所
　
役
場
本
庁 

３
階
大
会
議
室

◆
対
象
者

　
町
内
に
お
住
ま
い
の
方

◆
申
込
期
間

　
７
月

１０
日
（
金
）
ま
で

※
実
施
日
時
な
ど
に
変
更
が
生
じ
た
場

合
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
告

知
放
送
に
て
ご
案
内
し
ま
す
。

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

総
務
課 

行
政
人
事
係

蕁

４
３
―

２
１
１
２

　
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
は
、
水

力
発
電
施
設
の
設
置
の
円
滑
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
発
電
施
設
の
あ
る

佐
賀
地
域
で
行
な
わ
れ
る
公
共
施
設
整

備
や
、
住
民
福
祉
向
上
の
た
め
に
行
な

う
事
業
に
対
し
て
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、「
黒
潮
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
き
、

人
口
減
少
問
題
の
取
組
を
推
進
し
て
お

り
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
働
く
家
庭
が

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
を
整

備
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
は
、
佐
賀
保
育
所
運
営

事
業
に
対
し
て
交
付
さ
れ
、
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
環
境
の
充
実
に
向
け
、

就
学
前
教
育
・
保
育
環
境
の
充
実
な
ど

に
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

環
境
保
全
係

　
　
　
　
蕁

４
３
―

２
８
０
０

　
７
月
１
日
（
水
）
か
ら
、
全
国
で
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
買
物
袋
（
レ
ジ
袋
）
の
有
料

化
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
レ
ジ
袋
の
材
料
で
あ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
は
、
非
常
に
便
利
な
素
材
で
す
。
成

形
し
や
す
く
、
軽
く
て
丈
夫
で
密
閉
性

も
高
い
た
め
、
製
品
の
軽
量
化
や
食
品

ロ
ス
の
削
減
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

私
た
ち
の
生
活
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
廃
棄
物
・
資
源
制
約
、
海

洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
、
地
球
温

暖
化
な
ど
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。
私
た

ち
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
過
剰
な
使
用

を
抑
制
し
、
賢
く
利
用
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
マ
イ
バ
ッ
グ
の
ご
活
用
な

ど
、
レ
ジ
袋
の
削
減
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 
環
境
保
全
係

蕁

４
３
―

２
８
０
０

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は
、
身
体
・

知
的
ま
た
は
精
神
に
障
が
い
の
あ
る

２０

歳
未
満
の
児
童
を
自
宅
で
養
育
し
て
い

る
保
護
者
に
対
し
て
手
当
の
支
給
を
行

う
制
度
で
す
。
支
給
要
件
に
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
支
給
要
件
（
児
童
の
障
が
い
が
①
〜

③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
）

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
、
２
級
程
度
の

障
が
い
の
あ
る
方
お
よ
び
３
、
４
級

程
度
の
障
が
い
が
あ
る
一
部
の
方

②
療
育
手
帳
Ａ
１（
最
重
度
）、
Ａ
２（
重

度
）
、
Ｂ
１
（
中
度
）
の
一
部
の
方

③
精
神
の
障
が
い
が
あ
り
、
①
・
②
と

同
程
度
以
上
と
認
め
ら
れ
る
方

◆
支
給
の
制
限

　
該
当
す
る
児
童
が
施
設
な
ど
に
入
所

し
て
い
る
場
合
や
受
給
資
格
者
・
配
偶

者
・
扶
養
義
務
者
に
、
前
年
の
所
得
が

一
定
額
以
上
あ
る
と
き
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。

◆
手
当
額

　
１
級
　
月
額
５
万
２
千
５
０
０
円

　
２
級
　
月
額
３
万
４
千
９
７
０
円

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

福
祉
係

蕁

４
３
―

２
１
２
４

県
民
座
談
会
「
饌
田
が
参
り

ま
し
た
」
傍
聴
者
募
集

i

iお金 仕事 その他

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

レ
ジ
袋
の
有
料
化
が
始
ま
り

ま
し
た

i

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

事
業
は
子
育
て
環
境
の
充
実

に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す

i

特
別
児
童
扶
養
手
当
支
給
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保
護
者
交
流
会
（
く
ろ
し
お
っ
こ

な
か
ま
の
会
）
の
開
催
に
つ
い
て

i

障
が
い
児
長
期
休
暇
支
援
事

業
の
利
用
に
つ
い
て

i

　
発
達
に
関
す
る
不
安
や
、
障
が
い
の

あ
る
子
ど
も
が
い
る
家
庭
を
対
象
に
、

保
護
者
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。
お
申

し
込
み
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

 
８
月
２
日
（
日
）

 
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

◆
場
所
　
幡
多
青
少
年
の
家

◆
対
象
者
　
小
学
生

・
発
達
障
害
（
自
閉
症
、
ア
ス
ペ
ル
ガ

ー
症
候
群
、
学
習
障
害
、
注
意
欠
如
・

多
動
性
障
害
な
ど
）
も
し
く
は
、
疑
い

の
あ
る
子
ど
も
が
い
る
家
族
。

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち

の
子
ど
も
が
い
る
家
族
。

◆
内
容
　
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
体
験

◆
参
加
費
　
１
家
族
　
５
０
０
円

◆
申
込
期
限
　
７
月

１７
日
（
金
）

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

 
本
庁 

健
康
福
祉
課 

福
祉
係

蕁

４
３
―

２
１
２
４

 
夏
休
み
期
間
中
に
日
中
活
動
の
場
所

を
提
供
す
る
こ
と
で
、
児
童
の
健
全
育

成
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
家
族
の
介

護
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
に
障

が
い
児
長
期
休
暇
支
援
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

◆
対
象
者

・
特
別
支
援
学
級
お
よ
び
特
別
支
援
学

校
在
学
中
の
方

・
在
宅
で
生
活
し
て
い
る

１８
歳
以
下
の

身
体
障
害
者
手
帳
か
療
育
手
帳
を
お

持
ち
の
方

・
１８
歳
以
下
の
発
達
障
害
（
自
閉
症
、
ア

ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
、
学
習
障
害
、
注

意
欠
如
・
多
動
性
障
害
な
ど
）
の
方

◆
期
間

 
中
村
特
別
支
援
学
校
の
夏
休
み
期
間

※
土
日
・
祝
日
は
休
み

◆
時
間

 
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時

３０
分

◆
内
容

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
音
楽
療
法
、リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
創
作
活
動
、日
常
生
活

動
作
の
支
援
、
療
育
等
支
援

◆
利
用
料
金

 
１
日
６
０
０
円
（
１
人
あ
た
り
）

◆
開
催
場
所
　
大
方
誠
心
園

◆
持
ち
物

昼
食
（
事
前
申
込
に
て
１
食
３
０
０

円
で
提
供
が
で
き
ま
す
。
）

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

 
本
庁 

健
康
福
祉
課 

福
祉
係

蕁

４
３
―

２
１
２
４

 
戦
後

７０
周
年
よ
り
国
が
改
め
て
弔
慰

の
意
を
表
す
る
た
め
、
戦
没
者
な
ど
の

ご
遺
族
に
特
別
弔
慰
金
を
支
給
し
て
い

ま
す
。

◆
支
給
対
象
者

　
令
和
２
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、「
恩

給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」
、「
戦
傷
病

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族

年
金
」
な
ど
を
受
け
る
方
（
戦
没
者
な

ど
の
妻
や
父
母
）
が
い
な
い
場
合
に
次

の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一

人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
次
に
該
当
す
る
方

【
１
】
令
和
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る

弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

【
２
】
戦
没
者
な
ど
の
子

【
３
】
戦
没
者
な
ど
の
①
父
母
、
②
孫
、

③
祖
父
母
、
④
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
、
生
計
関

係
を
有
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、

順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

【
４
】
前
記
【
１
】
か
ら
【
３
】
以
外
の
戦

没
者
な
ど
の
三
親
等
内
の
親
族
（
甥
・

姪
な
ど
）

※
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続

き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て

い
た
方
に
限
り
ま
す
。

◆
支
給
内
容

　
額
面

２５
万
円
、５
年
償
還
の
記
名
国
債

◆
請
求
期
間

　
令
和
５
年
３
月

３１
日
ま
で

◆
請
求
窓
口

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

福
祉
係

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

総
合
窓
口
第
２
係

　
事
前
に
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

福
祉
係

　
　
　
　
蕁

４
３
―

２
１
２
４

第
１１
回
特
別
弔
慰
金
請
求
受
付
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人
権
啓
発
係
か
ら
の

　
　
 

　
 

お
知
ら
せ

　
７
月

１０
日
か
ら

２０
日
は
、「
部
落
差
別

を
な
く
す
る
運
動
」
強
調
旬
間
で
す
。

　
高
知
県
で
は
、
毎
年
こ
の
時
期
を
強

調
旬
間
と
定
め
て
い
ま
す
。
県
民
一
人

ひ
と
り
の
同
和
問
題
に
対
す
る
認
識
と

理
解
を
深
め
、
人
権
意
識
の
普
及
高
揚

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
県
内
で

各
種
啓
発
事
業
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

◆
日
時

　
７
月

１３
日（
月
）
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

　
（
受
付
　
午
後
１
時

３０
分
〜
）

◆
場
所

　
高
知
会
館
（
白
鳳
）

　
高
知
市
本
町
５
丁
目
６
―

４２

◆
講
演
会

「
こ
れ
か
ら
の
部
落
問
題
〜
明
日
へ

と
開
か
れ
た
人
権
の
た
め
に
〜
」

◆
講
師

 
角
岡
 

伸
彦
さ
ん
（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
中
止
ま
た
は
内
容
が
変

更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
（
公
財
）
高
知
県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

蕁

０
８
８
―

８
２
１
―

４
６
８
１

　
例
年
、
町
で
は
、
こ
の
期
間
に
合
わ

せ
て
講
演
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
予
防
の
た
め
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
に
よ
る
放
送
に
変
更
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
放
送
期
間

　
７
月
８
日
（
水
）
〜

１５
日
（
水
）

◆
放
送
内
容

・
「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す

る
法
律
」
の
概
要

・
江
嶋
修
作
さ
ん
に
よ
る
２
月
収
録
の

講
演
会

　
演
題
「
恥
ず
か
し
い
」
の
は
ど
っ
ち
だ

　
　
　
〜
差
別
・
い
じ
め
は
、

ど
う
し
て
起
き
る
の
か
〜

・
黒
潮
町
人
権
作
品
展
優
秀
作
品
（
作

文
）
の
紹
介

　
大
方
中
学
校
生
徒
の
朗
読

○
お
問
い
合
わ
せ

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

人
権
啓
発
係

蕁

５
５
―

３
１
１
３

　
社
会
福
祉
協
議
会
相
談
員
、
人
権
擁

護
委
員
、
行
政
相
談
委
員
な
ど
が
皆
さ

ん
の
相
談
を
受
け
る
相
談
所
を
開
き
ま

す
。
家
庭
で
の
心
配
ご
と
、
地
域
で
の

も
め
ご
と
、
人
権
侵
害
や
行
政
に
関
す

る
相
談
な
ど
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
の
秘
密
は

必
ず
守
り
、
料
金
は
無
料
で
す
。
安
心

し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
３
密
に
配
慮
し
た
机
の
配
置
と
し
ま

す
。

◆
開
催
日
時
・
場
所

・
８
月
４
日
（
火
）

　
午
前

１０
時
〜
正
午

　
午
後
１
時

３０
分
〜
午
後
３
時

３０
分

　
総
合
セ
ン
タ
ー
（
佐
賀
）

・
８
月
５
日
（
水
）

　
午
前

１０
時
〜
正
午

　
下
田
の
口
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
午
後
１
時

３０
分
〜
午
後
３
時

３０
分

 
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
大
方
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

人
権
啓
発
係

蕁

５
５
―

３
１
１
３

　
差
別
を
解
消
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

平
成

２８
年
、
３
つ
の
法
律
（
い
わ
ゆ
る

「
人
権
３
法
」
）
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

◆
障
害
者
差
別
解
消
法
（
平
成
２８
年
４

月
施
行
）

　
同
法
律
は
、
障
が
い
を
理
由
と
す
る

差
別
の
解
消
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
国
・
都
道

府
県
・
市
町
村
や
事
業
者
な
ど
に
対
し
、

障
が
い
者
に
対
し
て
、
正
当
な
理
由
な

く
、
障
が
い
を
理
由
と
し
て
、
障
が
い

者
の
権
利
利
益
を
侵
が
い
す
る
こ
と
を

禁
止
す
る
と
と
も
に
、
必
要
か
つ
合
理

的
な
配
慮
を
行
う
こ
と
を
求
め
、
障
が

い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
た
も
の

で
す
。

◆
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
（
平
成
２８
年

６
月
施
行
）

　
同
法
律
は
、
特
定
の
国
の
出
身
者
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
は
、
そ
の
子
孫
で
あ

る
こ
と
の
み
を
理
由
に
、
日
本
社
会
か

ら
追
い
出
そ
う
と
し
た
り
危
害
を
加
え

よ
う
と
し
た
り
す
る
な
ど
の
一
方
的
な

「
部
落
差
別
を
な
く
す
る
運
動
」

強
調
旬
間

i

第
４７
回
「
部
落
差
別
を
な
く
す

る
運
動
」
強
調
旬
間
ｉｎ
黒
潮
町

i

心
配
ご
と
・
困
り
ご
と
、
人
権
・

行
政
相
談
所
の
開
催
に
つ
い
て

人
権
３
法
を
ご
存
知
で
す
か

i

か
ど

お
か

の
ぶ

ひ
こ

え

じ
ま
し
ゅ
う
さ
く
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内
容
の
差
別
的
言
動
（
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
）
を
な
く
す
こ
と
で
、
民
族
や
国
籍

な
ど
の
違
い
を
超
え
、
互
い
に
人
権
を

尊
重
し
あ
う
社
会
を
築
く
こ
と
を
め
ざ

し
た
も
の
で
す
。

◆
部
落
差
別
解
消
推
進
法
（
平
成
２８
年

１２
月
施
行
）

　
日
本
社
会
の
歴
史
的
発
展
の
過
程
で

形
づ
く
ら
れ
た
身
分
階
層
構
造
に
基
づ

く
差
別
に
よ
り
、
日
本
国
民
の
一
部
の

人
々
が
長
い
間
、
経
済
的
、
社
会
的
、

文
化
的
に
低
位
の
状
態
を
強
い
ら
れ
、

日
常
生
活
の
う
え
で
さ
ま
ざ
ま
な
差
別

を
受
け
る
な
ど
の
、
わ
が
国
固
有
の
重

大
な
人
権
問
題
で
あ
る
部
落
問
題
が
存

在
し
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
人
々
に

対
す
る
差
別
発
言
、
差
別
待
遇
な
ど
の

事
案
の
ほ
か
、
差
別
的
な
内
容
の
文
書

が
送
付
さ
れ
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
差
別
を
助
長
す
る
よ
う
な
内
容
の

書
き
込
み
が
な
さ
れ
る
と
い
っ
た
事
案

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
同
法
律
は
、
こ

の
よ
う
な
差
別
や
偏
見
に
基
づ
く
行
為

は
、
他
人
の
人
格
や
尊
厳
を
傷
つ
け
る

も
の
で
あ
り
、
決
し
て
許
さ
れ
な
い
と

い
う
認
識
の
も
と
に
部
落
差
別
が
な
い

社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
た
も
の
で
す
。

 

 
差
別
や
偏
見
に
基
づ
く
行
為
は
、
決

し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
人
権
問
題
を
正

し
く
理
解
し
、
差
別
や
偏
見
の
な
い
豊

か
で
明
る
い
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

人
権
啓
発
係

蕁

５
５
―

３
１
１
３

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
受
け
た
町
内
の
経
済
状
況
を
緊
急

に
支
援
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け

る
消
費
活
動
を
喚
起
・
下
支
え
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
左
記
の
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
飲
食
券
な
ど

を
お
取
り
扱
い
い
た
だ
け
る
町
内
事
業

所
を
募
集
し
ま
す
の
で
積
極
的
な
ご
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
事
業
名

・
黒
潮
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
飲
食
券
・
商

品
券
事
業

・
黒
潮
町
観
光
客
誘
客
促
進
事
業
（
黒

潮
町
商
品
券
）

・
幡
多
広
域
観
光
協
議
会
「
泊
ま
っ
て

使
え
る
！
ク
ー
ポ
ン
付
き
宿
泊
プ
ラ

ン
」

○
お
問
い
合
わ
せ

プ
レ
ミ
ア
ム
付
飲
食
券
・
商
品
券
に

関
す
る
こ
と

佐
賀
支
所 

海
洋
森
林
課 

商
工
係

蕁

５
５
―

３
１
１
５

黒
潮
町
商
品
券
・
ク
ー
ポ
ン
付
き
宿

泊
プ
ラ
ン
に
関
す
る
こ
と

 
本
庁 

産
業
推
進
室 
観
光
係

蕁

４
３
―

２
１
１
３

 
大
方
町
民
館
で
は
、
地
域
交
流
促
進

事
業
の
一
環
と
し
て
年
間
を
通
じ
て
紙

バ
ン
ド
手
芸
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
紙
バ
ン
ド
手
芸
と
は
、
テ
ー
プ
状
の

バ
ン
ド
で
編
ん
で
い
く
創
作
活
動
の
こ

と
で
、
カ
ゴ
や
バ
ッ
グ
作
り
が
人
気
で

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
カ
ラ
ー
の
紙
バ
ン
ド

か
ら
選
択
し
、
好
み
の
作
品
を
作
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
参
加
料
は
無
料
で
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◆
日
時

 
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

 
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時

１５
分

◆
場
所
　
大
方
町
民
館
１
階

◆
参
加
者
の
持
ち
物

 
目
打
ち
、
ハ
サ
ミ
、
メ
ジ
ャ
ー
、
洗

濯
バ
サ
ミ
（
最
大
で

３０
個
程
度
）
、
重
石

（
紙
バ
ン
ド
固
定
用
、
４
個
程
度
）

○
お
問
い
合
わ
せ

 
大
方
町
民
館
 　
蕁

４
３
―

１
２
０
４

（公財）高知県人権啓発センター
人権啓発マスコットキャラクター

ここるん公益財団法人 高知県市町村振興協会

事
業
者
募
集

i

紙
バ
ン
ド
手
芸
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

i
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

動
物
の
飼
い
方
の
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

i

老
朽
住
宅
除
去
事
業

i
　
地
域
の
住
環
境
改
善
の
た
め
、
老
朽

化
し
危
険
な
空
き
家
の
除
去
を
行
う
方

に
対
し
、
除
去
費
を
一
部
補
助
し
ま
す
。

◆
対
象
住
宅

・
町
内
に
あ
る
個
人
住
宅
で
あ
る
こ
と

・
空
き
家
（
１
年
以
上
使
用
し
て
い
る

方
が
い
な
い
）
で
あ
る
こ
と

・
木
造
で
あ
る
こ
と

・
抵
当
権
、
賃
借
権
な
ど
が
設
定
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
（
土
地
を
含
む
）

・
住
宅
の
老
朽
度
が
一
定
の
条
件
を
満

た
す
こ
と
（
築
後

３０
年
経
過
な
ど
）

・
倒
壊
や
火
災
に
よ
り
周
囲
の
住
宅
や

通
路
に
被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る

住
宅
で
あ
る
こ
と

◆
申
請
者

　
次
の
①
か
ら
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
で
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

①
登
記
簿
上
の
所
有
者

②
①
の
方
の
相
続
人
代
表
者

③
①
・
②
の
方
か
ら
住
宅
の
除
去
に
つ

い
て
委
任
を
受
け
た
方

※
③
の
委
任
に
よ
る
申
請
を
お
考
え
の

方
は
、
事
前
に
本
庁
ま
ち
づ
く
り
課

住
宅
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
工
事

　
次
の
①
か
ら
③
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
工
事
が
対
象
で
す
。

①
建
設
業
な
ど
の
許
可
を
受
け
た
業
者

に
負
わ
せ
る
除
去
工
事
で
あ
る
こ
と

②
住
宅
す
べ
て
を
除
去
す
る
除
去
工
事

で
あ
る
こ
と
（
住
宅
に
は
、
居
間
・

寝
室
が
あ
り
、
台
所
・
風
呂
・
便
所

を
備
え
て
い
る
こ
と
。
住
宅
で
あ
る

こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば
、
一
部
除
去

済
み
で
あ
っ
て
も
可
と
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
）

③
ほ
か
の
制
度
な
ど
に
よ
り
補
助
金
の

交
付
や
補
償
な
ど
を
受
け
な
い
除
去

工
事
で
あ
る
こ
と
（
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

除
去
工
事
は
対
象
外
）

◆
補
助
金
額

除
去
工
事
費
の

１０
分
の
８
（
上
限
１

０
０
万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

◆
受
付
期
間

　
７
月
８
日
（
水
）
〜
８
月

１４
日
（
金
）

◆
結
果
通
知

　
９
月

３０
日
（
水
）
ま
で
に
審
査
の
結
果

（
交
付
、
不
交
付
）
を
通
知
し
ま
す
。

◆
注
意
事
項

・
補
助
金
の
交
付
決
定
を
受
け
る
前
に

工
事
の
契
約
や
工
事
に
着
手
し
た
場

合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

・
補
助
金
の
受
け
取
り
に
は
、
工
事
費

の
領
収
書
な
ど
が
必
要
で
す
。

・
住
宅
を
除
去
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住

宅
用
地
特
例
が
適
用
さ
れ
な
く
な
る

た
め
、
翌
年
度
よ
り
土
地
の
税
額
が

増
額
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

ま
ち
づ
く
り
課 

住
宅
係

　
　
　
　
蕁

４
３
―

２
１
１
５

　
佐
賀
支
所 

建
設
課 

土
木
係

　
　
　
　
蕁

５
５
―

３
７
０
０

　
犬
や
猫
に
関
す
る
苦
情
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
近
所
の
皆
さ
ん
が
犬
や
猫
の
好
き

な
方
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
飼
い
主
の
方

は
周
囲
の
方
か
ら
も
理
解
が
得
ら
れ
る

よ
う
な
気
配
り
が
大
切
で
す
。

　
道
路
脇
や
個
人
の
庭
先
、
畑
な
ど
を

汚
さ
な
い
よ
う
、
必
ず
袋
な
ど
を
携
帯

し
、
フ
ン
の
後
始
末
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　
飼
い
主
の
方
は
動
物
の
飼
い
方
の
ル

ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
人
に
迷
惑
が

か
か
ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
犬
や
猫
を
捨
て
る
人
が
後
を

絶
た
ず
、
困
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

　
犬
や
猫
を
捨
て
る
こ
と
は
「
動
物
の

愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
」
に
よ

り
罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
法
律
に

違
反
す
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
た

だ
き
、
ど
う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た

場
合
は
、
新
た
な
飼
い
主
の
方
を
見
つ

け
る
よ
う
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　
飼
え
な
い
子
犬
や
子
猫
を
増
や
さ
な

い
た
め
に
も
、
避
妊
や
去
勢
手
術
を
受

け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
高
知
県
で
は
、
猫
の
不
必
要
な
繁
殖

お
よ
び
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
増
加
を

抑
え
、
や
む

を
得
ず
殺
処

分
さ
れ
る
不

幸
な
猫
を
な

く
す
た
め
に
、

メ
ス
猫
の
不
妊
手
術
費
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
の
で
、
幡
多
福
祉
保
健
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

環
境
保
全
係

蕁

４
３
―

２
８
０
０

　
幡
多
福
祉
保
健
所 

衛
生
環
境
課

蕁

３
４
―

５
１
１
９
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

　
町
に
お
け
る
平
成

３１
年
４
月
１
日
か

ら
令
和
２
年
３
月

３１
日
ま
で
の
間
の
公

職
選
挙
法
に
基
づ
い
た
閲
覧
状
況
を
公

表
し
ま
す
。
な
お
、
閲
覧
で
き
る
場
合

は
次
の
事
項
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

１
　
特
定
の
者
が
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
た
者
で
あ
る
か
ど
う
か
確
認
す

る
場
合

２
　
公
職
の
候
補
者
な
ど
、
政
党
そ
の

ほ
か
の
政
治
団
体
が
政
治
活
動
・
選

挙
運
動
を
行
う
場
合

３
　
統
計
調
査
、
世
論
調
査
、
学
術
研

究
そ
の
ほ
か
の
調
査
研
究
で
公
益
性

が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
の
う
ち
、

政
治
・
選
挙
に
関
す
る
も
の
を
実
施

す
る
場
合

○
お
問
い
合
わ
せ

　
選
挙
管
理
委
員
会

蕁

４
３
―

２
８
２
５

選
挙
人
名
簿
抄
本
の
閲
覧
状

況
を
公
表
し
ま
す

i

選挙人名簿抄本の閲覧状況（平成31年4月1日～令和2年3月31日）
選挙人名簿妙本の閲覧状況は、公職選挙法において、毎年少なくとも1回は公表することと定められています。

請求をした機関の名称
（または申出人の氏名）

請求の事由の概要
（利用目的の概要）

閲覧に係る
選挙人の範囲

閲覧の年月日

高知県総務部広報広聴課長
株式会社 トミーコーポレーション

県民のニーズ、意識などを把握し、
県政運営の基礎資料とするため。

町内全域の50人
令和元年
8月5日

住民基本台帳の閲覧状況（平成31年4月1日～令和2年3月31日）
住民基本台帳の閲覧状況は、住民基本台帳法において、毎年少なくとも1回は公表することと定められています。

請求をした機関の名称
（または申出人の氏名）

請求の事由の概要
（利用目的の概要）

閲覧に係る
住民の範囲

閲覧の年月日

株式会社 建設環境研究所
大阪支社 技術部　　　　　　　高橋　直樹

国土交通省 四国地方整備局中村河川国道
事務所（計画課）　　　　　　　田代　早紀

国土交通省四国地方整備局中村
河川国道事務所が実施する四万
十川自然再生事業に関するアンケ
ート調査の対象者を抽出するため。

町 内 全 域 の 年 齢
20歳以上（生年が
平成11年以前）の
男女

令和2年
2月21日

高知県地域福祉部少子対策課長

株式会社 トミーコーポレーション

県民の意識を把握し、出会いから結婚、
子育てまでの切れ目のない支援を推
進していくうえでの基礎資料とするため。

町内全域の40人
令和元年
8月5日

高知県文化生活スポーツ部県民生活・
男女共同参画課長
株式会社 トミーコーポレーション

男女共同参画社会に関する県民の
意識を把握し、今後の男女共同参画
施策を推進する基礎資料とするため。

町内全域の42人
令和元年
10月7日

　
町
に
お
け
る
平
成

３１
年
４
月
１
日
か

ら
令
和
２
年
３
月

３１
日
ま
で
の
間
の
住

民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
い
た
閲
覧
状
況

を
公
表
し
ま
す
。
な
お
、
閲
覧
で
き
る

場
合
は
次
の
事
項
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

１
　
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
機
関

が
法
令
で
定
め
る
業
務
を
遂
行
す
る

た
め
に
必
要
な
場
合

２
　
次
の
①
か
ら
③
の
活
動
を
行
う
た

め
に
閲
覧
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

旨
の
申
出
が
あ
り
、
市
町
村
長
が
そ

の
申
出
を
認
め
た
場
合

①
統
計
調
査
、
世
論
調
査
、
学
術
研
究

そ
の
ほ
か
の
調
査
研
究
の
う
ち
、
公

益
性
が
高
い
と
認
め
る
も
の
。

②
公
共
的
な
団
体
が
行
う
地
域
住
民
の

福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
活
動
の
う

ち
、
公
益
性
が
高
い
と
認
め
る
も
の
。

③
営
利
以
外
の
目
的
で
行
う
居
住
関
係

の
確
認
の
う
ち
、
訴
訟
の
提
起
そ
の

ほ
か
特
別
の
事
情
に
よ
る
居
住
関
係

の
確
認
と
し
て
市
町
村
長
が
定
め
る

も
の
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 
住
基
戸
籍
係

蕁

４
３
―

２
８
０
０

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 
総
合
窓
口
第
２
係

　
　
　
　
蕁

５
５
―

３
７
０
１

住
民
票
の
閲
覧
状
況
公
表

i
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多目的運動広場四国女子リーグ（高校・大学女子サッカー）�7/5（日）

テニスコート幡多地区小学生大会（ソフトテニス）�11（土）

多目的運動広場皇后杯県予選（高校・大学女子サッカー）12（日）

21（火）～23（木）

19（日）
パークゴルフ場

多目的運動広場

多目的芝生広場

県リーグ（社会人サッカー）

土佐西南黒潮パークゴルフ協会　月例会

第74回高知県中学校総合体育大会（サッカー）

23（木）～26（日） 球技場・多目的芝生広場・多目的運動広場Blue Wave Football Tours 2020 Will in 黒潮（高校サッカー）

21（火） 大方球場幡多地区中学野球大会 （四万十市と2会場開催）

上記行事は天候などの都合および新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から延期、中止する場合がございます。
観覧は自由です。お誘い合わせのうえ、ご来場ください。

【場所について】・多目的運動広場（人工芝グラウンド）　・球技場（天然芝グラウンド）
　　　　　　　　・多目的芝生広場（陸上競技場天然芝グラウンド）

○お問い合わせ　高知県立土佐西南大規模公園体育館事務所　蕁43－0166

月日（曜） 行　　　事　　　名 場　　　　所

土佐西南大規模公園（大方地区）スポーツイベント・大会予定　7月

月日（曜） 行　　　　事　　　　名 場　　　所 時　間 お問い合わせ

黒潮町イベントカレンダー 2020（令和2）年7月
変更となる場合がありますので、詳しくは担当係にお問い合わせください。

※イベントは、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から延期、中止となる場合があります。詳しくはお問い合わせください。

幡多・マーケット「海辺の日曜市」 土佐西南大規模公園（大方）
まちづくりマーケットプロジェクト

　　 蕁090－2786－3702
9：007/12（日）

黒潮町ケーブルテレビ

7月番組予定表

IWKTVの放送時間・番組などに関するお問い合わせは

本庁 情報防災課 情報推進係 または
IWKTV制作室まで

【情報推進係】    蕁43－2188 

【IWKTV制作室】蕁43－0500

IWKTV加入・放送に関する不具合などのお問い合わせは

【光ネットワークセンター】

番　　組 放送時間

番組内容の更新は、毎週水曜日の18：00です。

※放送内容などは予告なく変更する場合があります。「電子番組表」で正確な内容が確認できます。

お 知 ら せ

高知県議会を生中継高知県議会を生中継

◆令和2年6月　高知県議会定例会

※NEWSや役場のお知らせ、イベ

　ントの様子などをお届けします。

Kochi on TV!

片さんのFish!おふ

ＩＷＫTV番組
7：00　12：00　18：00　20：00

高知ケーブルテレビ
14：00　20：00　23：00

体操番組 6：45　11：00　14：45　20：00

幡多サイクル紀行 8：35　13：35　16：35　19：35　22：35

月間アニマルズ 8：45　13：45　19：45　22：45

昭和南海の記憶 23：45

高齢者寺子屋 6：00

ショップチャンネル 9：00　17：00　24：00～6：00

営業時間  9：00～17：00（土・日・祝日・年末年始を除く）

0800－200－1373

日程　6月25日（木）～7月9日（木）�                   

　　　7月1日（水）質疑ならびに一般質問�                  

　　　7月2日（木）質疑ならびに一般質問�                  

　　　7月9日（木）委員長報告・採決・閉会�                  

放送時間　午前10時から議会終了まで

※放送日程および中継放送の時間は変更となる

  場合があります。�  
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aylor's CornerTaylor's Corner
テイラーのコーナーT 今月のテーマ

アメリカ独立記念日
（American Independence Day）

　7月4日はアメリカ独立記念日です。英語では「独立記念日」に当たる表現は“Independence Day”

ですが、アメリカでは“Fourth of July”と呼ばれています。では、Fourth of Julyで何をするかとい

うと、日中は友人や親戚が集まりバーベキューをし、夕方は一緒にFourth of Julyのもっとも大きな

イベントである花火大会の会場に行きます。一部の場所ではパレードもあるらしいです。

　州により違いますが、私が住んでいたカリフォルニア州では、Fourth of Julyの期間以外は花火の

販売と使用は禁止されています。厳しい法律があるので、大体Fourth of Julyと大　日にしか花火が

見られません。花火大会に行く前に親戚や友達と楽しむバーベキューパーティーは、公園などに集ま

る人もいましたが、多くの人は裏庭にプールのある知り合いの家に集まり、バーベキューをしたり、

プールで遊んだりします。

　私の場合は、母方のいとこ、叔母、叔父が祖父の家で食材を持ち寄りバーベキューパーティーをし

ました。祖父の家にはプールもあったので、食べる前後にプール遊びや近所で散歩などをして、夕暮

れ時になるまでの時間を過ごしました。そして、日が沈み暗くなりはじめると、一緒に近くの公園に

花火を見に行きました。

今月の使える！英語

Let's go watch the fireworks！

花火を見に行きましょう！

「Let's（～しましょう）」は便利な言葉です。誰かを「一緒

に○○をしましょう！」と誘いたいときに使われています。

令和2年度

第5回 黒潮町民ゴルフ大会黒潮町民ゴルフ大会
活気あふれる黒潮町をめざして活気あふれる黒潮町をめざして

10
午前7時スタート

3月 日10
午前7時スタート

3月 日

【主催】黒潮町民ゴルフ大会実行委員会
【後援】黒潮町・黒潮町教育委員会・黒潮町商工会・高知銀行・高知新聞社・RKC高知放送・高知県ゴルフ協会
　　　 土佐ユートピアカントリークラブ

○お申し込み・お問い合わせ　土佐ユートピアカントリークラブ　蕁43―2345

場　所　土佐ユートピアカントリークラブ
料　金　8,290円（税別、ビジター料金）
参加費　1,000円
　　　　◆チャリティー500円の協力金をお願いします。
参加資格　黒潮町とゴルフをこよなく愛する方
申込期間　黒潮町民／7月1日～　町外の方／8月1日～
　　　　　先着200名

場　所　土佐ユートピアカントリークラブ
料　金　8,290円（税別、ビジター料金）
参加費　1,000円
　　　　◆チャリティー500円の協力金をお願いします。
参加資格　黒潮町とゴルフをこよなく愛する方
申込期間　黒潮町民／7月1日～　町外の方／8月1日～
　　　　　先着200名

優勝は年間無料パスポート券
プロへのアプローチチャレンジ
プロに勝てば、ユートピアランチ券を
進呈します。（1回300円）

※新型コロナウイルス感染症の状況により、変更・中止となる場合があります。
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〈水道給水工事指定店 当番一覧表〉

月

7

8

日

1～5

06～12

13～19

20～26

27～31

1～2

3～9

10～14

15

16

17～23

24～30

31

水 道 給 水 工 事 指 定 店

吉 本 水 道 工 務 店

㈱ 中 村 住 設

前 田 電 工

クロシオライフラインサービス

吉 本 水 道 工 務 店

吉 本 水 道 工 務 店

㈱ 中 村 住 設

前 田 電 工

クロシオライフラインサービス

吉 本 水 道 工 務 店

㈱ 中 村 住 設

前 田 電 工

クロシオライフラインサービス

野 村 企 画 設 備

村 越 設 備

大 西 設 備

平 野 住 設

野 村 企 画 設 備

野 村 企 画 設 備

村 越 設 備

大 西 設 備

平 野 住 設

野 村 企 画 設 備

村 越 設 備

大 西 設 備

平 野 住 設

㈲ 弘 瀬 建 設

拳 ノ 川 住 設

㈲ 西 部 総 建

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

拳 ノ 川 住 設

㈲ 西 部 総 建

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

拳 ノ 川 住 設

㈲ 西 部 総 建

㈱ 土 居 建 設

● 当番店の連絡先・所在地　　※当番日以外でも要請があった場合には対応します。

○お問い合わせ　佐賀支所 建設課 水道係　蕁55－3700

電話番号
店　　名 住　　所

事務所
店　　名

自　宅

クロシオライフラインサービス

前 田 電 工

村 越 設 備

㈱ 中 村 住 設

野 村 企 画 設 備

平 野 住 設

43－3075

43－1149

43－3225

34－3621

43－4665

44－1513

43－1546

43－2061

44－1117

入野1769

入野1574

入野292－19

出口372－2

田野浦1593

伊田2100

大 西 設 備

吉本水道工務店

拳 ノ 川 住 設

㈲ 弘 瀬 建 設

㈲ 西 部 総 建

㈱ 土 居 建 設

電話番号

事務所 自　宅

31－3277

43－2024

55－7371

55－2121

55－2825

55－2133

55－7114

55－2363

住　　所

浮鞭2083－2

下田の口822－174

拳ノ川1781

佐賀1990

伊与喜38－2

伊与喜43－5

最近はどのようなお仕事をしていますか?

　新型コロナウイルスの影響で観光客が減っていますが、感染状況に注視しながら、

今後の反転攻勢に向けた準備をしています。観光案内につながるようインターネッ

トに掲載されている情報を充実化するため、町内で事業所を営む方に直接お話を聞

いたりしながら、情報の整理をしたりもしています。

やはりコロナウイルスの影響を感じますか？

　そうですね。観光業や飲食業に関わらず、多くの事業所が影響を受けているのではと感じます。

普段仕事をしている事務所が「道の駅ビオスおおがた」の隣にありますが、駐車場に停まってい

る車も以前に比べてとても少なくなっています。今後は観光を通じて、事業所や黒潮町を訪れる

方のお手伝いを少しでもできたらなと思っています。

落ち着いたらプライベートで挑戦したいことはありますか？

　マリンスポーツが好きで、以前もシュノーケリングなどをしていまし

た。状況が落ち着いたら、ダイビングなんかもしてみたいですね。

【今月の地域おこし協力隊】

観光ネットワーク担当

山本　　誠

観光パンフレットを整理する山本さん

やまもと まこと

Q

Q

Q

取材の詳細や裏話は町公式Facebook（@9640town）に掲載します。ぜひご覧ください。

Web関係でお困りのことや、新たに登録を検討されている
方はお声がけください。お手伝いさせていただきます。

協力隊から一言!
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※総合計同点の場合は、カウントバック方式とする。

※カウントバックの優先順位は、合計・計・2小計・B2・A2・1小計・B1・A1とする。

※成績順位決定方法　①打数の少ない者　②ホールインワン（Ｈ数）の多い者

　　　　　　　　　　③２打数の多い者　 ④年齢が上の者

成績 氏　名 A－1 B－1 A－2 B－2 小計 合計

優　勝 峰岸広美 22 22 25 27 52 96

準優勝 橋田香苗 27 29 25 25 50 106

3位 小橋清二 26 27 27 26 53 106

4位 小野真人 25 29 26 27 53 107

5位 田中誠二 27 29 26 26 52 108

6位 小野みね 27 30 28 27 55 112

7位 尾崎良二 30 27 26 26 52 109

8位 佐田幸一 24 28 30 29 59 111

9位 松田　哲 28 28 27 28 55 111

10位 鍋島正三 28 28

小計

44

56

53

54

56

57

57

52

56

56 27 29 56 112

HC

1

1

4

4

－4

－4

－4

－4

－2

2

－2

総計

96

106

106

107

108

108

109

109

111

112

ベストスコア：Ａコース　22点 ― 峰岸広美
ベストスコア：Ｂコース　22点 ― 峰岸広美
ホールインワン：Aコース8番 山岡美智子　Bコース9番 田中誠二　
ベストグロス：96点　峰岸広美

土佐西南黒潮ＰＧ協会　大方ライオンズクラブ杯黒潮町Ｇ・Ｇ愛好会　6月月例会

日時：6月21日（日）

場所：土佐西南黒潮パークゴルフ場

日時：6月8日（月）

場所：大方球場補助グラウンド（32ホール）

技術賞：文野雅允

最多ホールインワン賞：池田章夫

最多2打賞：金子華栄

ダイヤモンド賞：池田章夫、宮地優典

成績 氏　名 打数 Ｈ数

優　勝 宮地　優典 67 3

準優勝 金子　照代 69 3

3位 池田　章夫 70 3

4位 森近　陽一 70 2

5位 金子　華栄 70 1

6位 水野　一弘 74 2

7位
酒井　隆昌
決定方法4による

77 1

8位 出島　正勝 77 1

9位 金子　広子 78 1

10位 文野　雅允 78 1

2打数

15

13

12

17

21

12

15

15

13

19

くろしおっ子くろしおっ子のの 給校学 給校学 給校学 給校学 給校学 給校学
材料（4人分）

〔作り方〕
①タマネギ(うす切り)、ニンジン（千切り）、ネギ(小口切り)、豆腐(サ
イコロ状)、カニカマは2cm程度の長さに切り、ほぐしておく。
②鍋に昆布とカツオ節でだし汁を作る。
③②の鍋にタマネギ・ニンジンを入れ煮立たせる。野菜が柔らかく
なるまで煮て、灰汁もその都度取っておく。
④豆腐・カニカマを入れ、★調味料を加える。
⑤水溶き片栗粉を入れ、とろみがついたら割りほぐしておいた卵を
まわし入れる。
⑥最後にネギを散らす。

○お問い合わせ

　大方学校給食センター　蕁31－3201

　佐賀学校給食センター　蕁55－2166

野菜卵スープ

　学校給食では土佐ジロー卵を使っています。野菜もたっぷり食べ
られるメニューです。これから暑くなってくるので水分補給にもいい
ですね。水溶き片栗粉で先にとろみをつけておくことで、卵もふわ
ふわに仕上がるので、ぜひお試しください。

豆腐� 60g（1/6丁）
卵� 80g（Lサイズ1個）
カニカマ� 60g
タマネギ�40g（1/4個程度）
ニンジン� 40g（5㎝）
ネギ� 20g
　　　だし昆布� 4g
　　　カツオ節� 4g
　　　水� 600ml（3カップ）
　　　　　塩� 少々
　　　　　醤油� 大さじ1
　　　　　片栗粉� 小さじ1

だし

★調味料
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黒潮町公式 SNS
フェイスブック
@9640town

ツイッター
@kuroshio_town

インスタグラム
@kuroshio_town

Please follow us

7月

日 月 火 水 木 金 土

1 3

5

1

6 7 8 9

2 1

10 11

2 4

1

12 13 14 15 16 17 18

19

26

20 21 23 24 25

27 28

22

8月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 1 2 3 1

開
館
時
間

【
月
・
火
・
水
・
金
】
　

　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

※
文
学
館
は
午
前
９
時
３０
分
開
館

【
土
・
日
】

　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

※
文
学
館
は
午
前
９
時
開
館

★
佐
賀
図
書
館
は
午
後
１
時
か
ら

　
午
後
２
時
ま
で
閉
館
。

★
木
曜
日
・
祝
日
は
休
館
日
で
す
。

★
年
末
年
始
の
休
館
日

　
（
１２
月
２８
日
〜
１
月
４
日
）

貸
出
冊
数
・
期
間

【
本
】

　
１
人
５
冊
・
２
週
間

★
小
説
の
新
刊
は
１
週
間
で
す
。

【
雑
誌
】

　
１
人
３
冊
・
２
週
間

【
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
】

　
１
人
２
点
・
１
週
間

返
却
す
る
と
き

・
佐
賀
・
大
方
ど
ち
ら
の
図
書
館

で
も
返
却
が
で
き
ま
す
。

・
休
館
日
に
返
却
す
る
時
は
各
図

書
館
に
あ
る
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
開
館
時
の
受

付
窓
口
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

★
返
却
期
限
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

返
却
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
を

行
い
、
そ
の
後
貸
出
停
止
の
処
理

を
行
い
ま
す
。

★
借
り
た
本
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
を
紛

失
や
破
損
し
た
場
合
は
、
弁
償

し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

大
方
図
書
館 

蕁
４
３
―
２
１
１
０

佐
賀
図
書
館 
蕁
５
５
―
３
１
５
０

（
■
の
日
が
休
館
日
で
す
。
）

大
方
・
佐
賀
図
書
館

新しく入った本紹介

●カケラ　　　　　　　　　　　　　　　　　湊　かなえ／著

●妖の掟　　　　　　　　　　　　　　　　　誉田　哲也／著

●どうする?! 新型コロナ　　　　　　　　　　岡田　晴恵／著

●新聞紙体操　　　　　　　　　　　　　　　　林　泰史／著

●素敵に彩る小さな庭づくり　　　　Ｅ＆Ｇアカデミー／監修

●子どものうつがわかる本　　　　　　　　山下　晴彦／監修

●日本の海岸植物図鑑　　　　　　　　　　　中西　弘樹／著

●キャパとゲルダ　　　　　　　　　マーク・アロンソン／著

●ふしぎ駄菓子屋銭天堂潼�　　　　　　　　廣嶋　玲子／著

●ねずみくんはめいたんてい　　　　　　なかえ　よしを／作

図
書
館
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ン
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ー

図
書
館
カ
レ
ン
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ー

図
書
館
カ
レ
ン
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ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー
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第
34
回
上
林
暁
文
学
館
企
画
展

「
拝
啓
、
上
林
暁 

様
」

■
徳
広
巌
城
か
ら
作
家
上
林
暁
へ
と
変

わ
り
、
日
本
独
自
の
文
藝
「
私
小
説
」

の
最
高
峰
と
な
っ
た
「
上
林
文
学
」
は
、

誰
に
刺
激
さ
れ
、
あ
る
い
は
支
え
ら
れ

生
ま
れ
た
の
か
。
彼
の
残
し
た
書
簡
か

ら
探
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

期間：7月29日（水）まで

会場：大方あかつき館2階 上林暁文学館
※25日（土）は23日（海の日）の振替休館日、
31日（金）は館内整理日です。

●7月、8月の絵本の読み聞かせは中止します。

●毎年8月に実施していた「夏休み映画上映会」は延

期し、11月8日（日）の「秋の名画座あかつき」に合

わせて上映します。

●大方あかつき館をご利用の場合は、必ずマスクを着

用し、入館の際には備え付けのアルコール消毒液で

手指の消毒をお願いします。

　大変ご負担をおかけしますが、ご理解とご協力をお

願いします。

新型コロナウイルス対策情報

※新型コロナウイルス感染拡大防止対策のため、会期が２カ月となりました。

あやかし

2020（令和2）年5月31日現在

出　生 7人（男4人・女3人）

世　帯　数 5,479世帯

女 5,686人

男 5,278人

人　　　口 10,964人（前月比15人減）

転　入 18人（男11人・女7人）

その他 0人

増
　
加

死　亡 18人（男7人・女11人）

転　出 22人（男13人・女9人）

その他 0人

減
　
少

わ
が
ま
ち
デ
ー
タ2020年6月1日インスタグラム掲載
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